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第1章 緒 言

抑 々温傷 ノ各臟 器 ニ及ボ ス影響 ニ關 スル實驗 ハ

既 ニ先輩諸彦 ニ依 リテ行ハ レ温傷死 ノ原 因ニ就 テ

ハ數説 ノ成立 ヲ見 タリ.其 ノ主 ナル モノヲ擧 グレ

バ「シ ヨツク」説,神 經刺戟説,皮 膚呼吸障得説,

體温降下説,毒 素形成説,副 腎障碍説等 ナリ.現

今一般 ニ信 ゼ ラルルハ毒素 形成説即チ蛋白質分解

産物 中毒説 ニシテ前記諸説 ノ一説 ノ ミヲ以テ温傷

死 ノ眞相 ヲ表ハサ ン トスル コトノ無謀 ナルハ何 人

モ認 ムル所チ リ.而 シテ火傷毒 ノ各臟器殊 ニ心筋

副腎肺臟血液 ニ及ボ ス影響 ニ就 テハ本邦 ニ於 テモ

甚 ダ興味 アル實驗 ア リ(井 上,林,川 崎,若 生,

原等)テ 赫 々タル新知見 ヲ得 タリ ト雖 モ未 ダ電氣

心働圖的研究 ヲナセル ヲ知 ラズ.余 ハ茲 ニ電氣心

働圖的研究 ヲ企圖 シタ リ.即 チ實驗 動物 ヲ用 ヒテ

温傷 ヲ起サ シメ死 ニ至ル迄EKG變 化 ヲ追及 シ死

後病理解部 ヲ參照 シ心臟 ニ對 スル影響 ノ全貌 ヲ明

カニセ ン トス.文 獻竝 ニ余 ノ實驗 ニ依 リ温傷 ノ臨

牀症 状竝 ニ病理解剖學的所見 ハ「シ ヨツク」惹起性

物質「ヒスタ ミン」ノ作用 ニ類 似セル點 ノ少 カラザ

ル ヲ知 リ「ヒスタ ミン」注射 ノ心臟 ニ及 ボ ス影響 ヲ

モ比較考案 セ リ.

第2章 文 獻 概説

火傷温傷死 ノ死因 ニ關 シテハ古來幾多 ノ學者 ノ

研究サ レタル所 ニシテ成書 ニ依 レバ其 ノ死因ハ恐

ラク各種 臟 器 ニ於 ケ ル蛋 白質 分 解 産 物 ノ中 毒 ニ依

ル ナル ベ シ ト記 載 セ ラル.火 傷 温 傷 死 因 ニ關 スル

學 説 ヲ見 ル ニKaposic, Little, Falk, Brown,

Sonnenburg, Stockis, Fischer,中 田等 ハScho-

cktodヲ 唱 ヘ,Billroth, Catians, Edenbuijen,

Kuhner, Heute, Gerlach, Passavant等 ハ皮

膚 呼 吸 障 碍説 ヲ唱 ヘ,Falkハ 體 温 降 下 ヲ以 テ 死

因 トナ シLesser, Hock, Paraduc, Tappeiner,

Silvermann, Ponfick, Schulze, Wersheim,

Hammerschlag等 ハ 血 液 障 碍 説 ヲTrankel,

Weidenfeld, Pfeiffer, Reiss, Hyden, Vogt,

Beckey, Schmilz, Kijanitzin, Ajells, Lustga-

rten, Parascandsls, Vassale, Saccki等 ハ 毒 素

形 成説 ヲ唱 ヘ最 近 ニ於 テ 中 田,若 原,原,藤 原等

ハ 副 腎 障 碍 説 ヲ唱 ヘ タ リ.Spiegler氏 ハ 火 傷 ノ際

血 清 及 ビ尿 ニ毒 性 ア ル ヲ報 ジPfeiffer之 ニ賛 セ リ.

Heyde及 ビVogt兩 氏 ハRatteニ 於 テ 皮膚 及 ビ

筋 肉 ヲ焼 キテ其 ノ浸 出液 ヲ注射 シ其 ノ毒力 アル ヲ

認 メタ リ.而 シテ火傷毒 ノ心臟 ニ對 スル作用 ニ就

テハ本邦 ニ於 テハ林,川 崎等 ノ貴重 ナル研究 ア リ.
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即チ川崎ハ金線蛙摘 出心臟 ニ火傷家兎竝 ニ人血清

ヲ作用セ シ ムル 時 ハ 一時的振幅増大後著明 ナル

中毒症状 ヲ來 スヲ見タ リ.即 チ心搏動 ノ停止,結

滯,緩 徐,振 幅 ノ減 少ハ主 トシテ高熱 ノ爲 メ溶血

ヲ起 セル赤血球破壞成分 ノ毒力 ニ依 リテ起 リ心臟

筋肉 ノ緊張減弱ハ主 トシテ火傷局所 ノ皮膚又ハ筋

肉 ノ蛋 白分解中間産物 ガ血中 ニ吸收サ レテ起 ルモ

ノノ如 ク,火 傷毒ハ20分 乃至72時 間 ニ於 テ最 モ

強力ニ表ハル ト云 フ.林 ニ依 レバ火傷血清 ノ心機

能興 奮作用減弱ハ血清中 ニ蛋 白分解産物 ヲ含有 ス

ルカ或ハ血清 自己 ノ機能減退 ニ依ルモノナ リ ト思

惟シ,重 症 火傷 ニテハ産出セル毒物ハ先 ヅ循環系

統 ヲ灌流 シ以テ心臟 ヲ障碍 シ,稍 々輕症 ナルモノ

ニテハ血清 ノ心機能興奮作用 ノ減退 ヲ來 シ茲 ニ幾

多 ノ火傷死或ハ火傷 中毒ノ症状 ヲ發現 スベ キモ ノ

ナル ヲ提 唱セリ.又 温傷毒 ノ血壓及 ビ血液 ノ變化

ニ就 テハ最近 ニ於 テハ松 田 ノ貴重 ナ ル文獻 ヲ見

ル.即 チ兎 ニ於 テ一般 ニ温傷後ハ血壓ハ20分 以

内ニ急性死 ヲ トル モノニア リテハ温傷直後 ノ一過

性血壓上昇後 直チ ニ急速 ニ下降 ヲ來 スカ,或 ハ暫

時温傷前値 ヲ維持 シ間モナク急 速 ニ下降 ヲ來 シテ

斃死 ス.又2-3時 間 ノ生命 ヲ保 ツ モ ノ ニ於 テハ

温傷直後 ノ血壓上昇後漸次温傷前直 ニ復 シ5-10

分後 ニ至 リ急速ニ30-40mgノ 下降 ヲ來 シ後可成

リ長 時 間 同位 ヲ 固持 シ後 漸 次 下 降 ヲ來 シテ斃 死 ス

ト.又 血液 ノ變 化 ヲ見 ル ニ水 分 含有 量 ノ減 少,粘

稠 度 ノ増 加,赤 血球 數 及 ビ血色 素 量 ノ増 加 ヲ見,

白血 球 ハ 初 期増 加 後急 ニ減 少 シ 血 清Refraktion

蛋 白 ノ血 清 粘稠 度 ノ増 加,Albumin, Globulin,比

ノ-Globulin側 ノ増 加,Chlor量 ノ減 少,結 合 炭 酸

量及 ビpHノ 減少,血 液凝固時間 ノ延長血糖量上

昇,死 前 下 降,殘 餘 窒 素 量 ノ増 加 ヲ來 ス ト.而 シテ

松 田 ハ死 因 ニ關 シテハ 次 ノ如 キ結 論 ニ到 達 セ リ.

即 チ最 重 篤 温 傷 ニ テ30分 以 内 ニ急 性 死 ニ 陷 ル モ

ノハ 中毒 死 ニ非 ズ シテ「シ ヨ ツク」死 ナ リ トシ,重

篤 温 傷 ニシ テ2-3時 間 ノ生 命 ヲ保 ツモ ノハ「シ ヨ

ツ ク」 死 ヲマ ヌ カル ル ト雖 モ血 液 ハ第2段 ノ變 化

ヲ來シ初 期「シヨツク」ノ侵襲 荷重 ト中毒 トノ兩 因

ニ依 リ斃 死 スルニ至 ルモノナリ ト.

以上 ノ如 ク火傷又ハ温傷毒 ノ循環系統 ニ及ボ ス

影響ハ甚 大 ニシテEKG變 化 ヲ追及 スル コ トハ甚

ダ興味 アル コ トト信 ズ.正 常犬 ノEKGニ 就 テハ

既 ニ平井出(岡 山醫學會雜誌第48年 第4號)及 ビ

余 ノ 「實驗的絶對飢餓 ノEKGニ 就 テ」 ナル論文

中 ニ統計的觀察 ア リ.

第3章 實驗 方 法

第1節 使用セル 「エ レク トロカルヂ オグ ラ

フ」 及 ビ判 讀,記 載 法 ニ關 スル 注 意

使 用 セル 「エ レク トロ カル ヂ オ グ ラフ」ハ 日本 醫

療 電 氣株 式 會 社 製 ニ シテ,同 社 ガ創 製 當 時 ハ 尚 ホ

幾 多 ノ改 良 スベ キ缺 點 ヲ有 シ タル モ,不 斷 ノ實 驗

的 研 究 ニ依 リ年 々改 良 ヲ加 ヘ今 日 ニ於 テ ハ 日本 滿

洲 ニ於 テ 廣 ク使 用 サ レツ ツ アル モ ノ ニ シテ 其 ノ使

用 法 ノ簡便 ナル ト,消 耗 品 ノ低 廉 ナル トハ特 ニ其

ノ 臨牀 的 應 用 上最 適 ナ ル モ ノ ト認 メ ラル.而 シ テ

動 物 實 驗 ニ使 用 スル モ,熟 練 セル 操 作 ニ依 リ且 機

械 ノ缺 點 ヲ熟 知 セル トニ依 リ何 等 ノ不 都 合 ヲモ 認

メザ ル ナ リ.記 録紙 廻轉 速 度 ハ 調 節 裝 置 ア リテ常

ニ一 定 トナ シ置 ク モ採 取 時 毎 ニEichkurveヲ 附 シ

正確 ヲ期 シ タ リ.各 波 ノ時 間 的 關 係 ハHoffmann

ニ從 ヒ房 室 刺 戟 傳 導時 間 α ハPノ 始 メ ヨ リQノ

始 メ迄,心 室 收 縮 時 間 ヲ β トシQノ 初 メ ヨ リT

ノ終 リ迄 トス.各 波 間 ノ測 定 ニハ 鉦 尺 ヲ用 ヒ タ リ

記 載 表 示 法 ハ前 記拙 著 論 文 ト同樣 ナ リ.

第2節 實 驗 動 物 及 ビ麻 醉 法

實驗 動 物 ニ ハ 犬 ヲ使 用 セ リ.即 チ 取 扱 便 宜 上

3-12kg大 ノ犬 ヲ用 ヒ1週 間 以 上規 定 セ ラ レタル

飼 育 法 ニ依 リ飼 育 セ ル後 健 常 ナ ル ヲ確 メテ實 驗 ニ

供 セ リ.麻 醉 ハ 平 井 出氏 法 ニ依 ル.即 チMorphin

(3%) Scopolamin (0.005%)ヲpro kg 0.8ccノ

比 ニ皮 下 注 射 ヲ施 セ リ.

第3節 温 傷 實 驗 方 法,EKG採 取 方 法竝 ニ

剖 見 觀 察 上 ノ注 意
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温傷動物ハ食後2時 間以上 ヲ經 タルモノ ヲ使用

シ温傷實驗前Morphin-Scopolaminヲ 上記 ノ如

ク注射麻醉 ヲ施 シ約2時 間後可及的速 ニ温傷 ヲ起

サ シム.温 傷 ヲ起サ シメン トスル部位ハ豫 メ出來

ル限 リ毛 ヲ短剪セ リ.EKG採 取臺 ニ固定 シタル

儘深サ約1m縱 横共 ニ0.8mノ 湯槽 ニ蒸氣 ヲ通 ジ

65°-95℃ トナシタル後其 ノ中 ニ所要 ノ部分 ヲ5-

50秒 浸シ温傷 ヲ起サ シメタ リ.此 際犬ハ號泣 シ暴

ルル ヲ以 テ四肢竝 ニ胴ハ充分 ニ固定 シ又 口ハ繃帶

ヲ以テ開 口不能 トナス.皮 膚 ノ濕潤度ハEKGニ

如何 ナル影響 ヲ有 スル カ,即 チ温傷後皮膚 ヲ乾燥

セル布 ニ テ嚴重 ニ清拭 シ乾燥セ シ メテ採取 セル

EKGト 温傷後直チ ニ皮膚 ノ濕 リタル儘 ニテ採取

セルEKGト ヲ比較 セル ニ兩者間 ニ認 ムベキ相違

ナシ.依 テ簡略 ニ乾燥布 ヲ用 ヒテ皮表 ヲ拭 ヒタル

ノ ミニテEKG採 取 ヲ行 フコ トトセリ.即 チ犬ハ

採取臺 ニ固定 シタル儘四肢 ヲ充分 ニ伸展 シ足關節

附 近 ニ20%食 鹽水 ニテ浸 シタル 「ガーゼ」ヲ卷キ

其 ノ上 ニ銀板 ヲ密着 セシメテ誘導 セ リ.

剖見ハ温傷死後可及的速 ニ行 ヒタリ.剖 見ハ先

ヅ皮膚温傷程度 ヲ確 メタル後胸腔 ヲ開キ肋膜,肺

臟 ヲ檢シ心嚢所見,心 臟停止状態 ヲ檢 シタル後型

ニ從 ヒテ心臟 ヲ切開 ン 「フイ ラリヤ」 ノ有無 ヲ調

ベ,心 臟表面,内 面 ノ所見 即チ充血,血 栓,出 血

疣 贅等 ヲ檢 シ,次 ニ腹腔 ヲ開キ,腹 腔 内浸 出液,

胃腸特 ニ胃幽門部,十 二指腸漿粘膜 ヲ檢 シ腎臟 竝

ニ副腎 ノ肉眼的所見 ヲ檢セ リ.

温傷ハ犬 ニ於 テハ人體 ニ於 ケル如 ク其 ノ程度 ヲ

明瞭 ニ第I-III度 ニ區別 スル能ハズ.即 チ犬 ニ

於 テハ皮膚 頗ル厚 クシテ高温 ヲ作 用セシムル ニ發

赤,充 血,表 皮剥離ハ容易 ニ起 サシムル ヲ得ル モ

表皮下 ニ水 泡 ヲ起 サシムル コ ト困難 ナ リ.又 發赤

程度 ノ極 メテ輕度 ノ温傷 ニ於テハ犬ハ非常 ニ吠聲

ヲ發 シ喧騒 ヲ極 メEKG採 取不可能 トナ リ,再 ビ

麻醉 ヲ施 サザルベ カラズ.而 シテ麻醉 ハEKGニ

影 響 スル所大 ナル ヲ以 テ温傷後ハ麻醉 ヲ施 スコ ト

ヲ可及的避 ケ重篤 ナル温傷 ヲ起 サシメタリ.即 チ

皮 下又ハ眞皮 内ニ溶血 ヲ肉眼的 ニ證 明 スル程度 ニ

温傷 ヲ起サシ メタ リ.

第4章 實驗 成績(温 傷 犬 ノEKGニ

及 ボ ス影 響,剖 見竝 ニ 心筋 ノ

組 織 學 的 變 化)

正中線 ニ垂直 ニ走ル1)兩 腋窩 ヲ結 ブ線2)劍

状突起 ヲ通ル線3)兩 肋骨弓部 ヲ結 ブ線 ヲ以 テ體

表面 ヲ略ボ3等 分セ リ.

第1節 全皮膚面積 ノ約2/3温 傷 ノ場 合

實驗1. Nr. 54 ♂ 5.3kg(第1表,第1-2圖)

21/VII. 1.30P.M. 1936 Morphin-Scopola-

min注 射麻醉後2時 間 ニシテ兩腋窩 ヲ結 ブ線以下

全部90℃ ノ温湯 中ニ10秒 間浸 ス.

温傷後經過.温 傷前呼吸數14體 温36.5℃ ナル

ニ温傷 直後呼吸數140ニ 激増體 温37℃ トナ リ喧

騒 ス.30分 後 ニハ體 温 ノ急激 ナル上昇 ヲ見40.7℃

ニ達 ス.1時 間後 ニハ稍 々平靜 トナリ,呼 吸數50

體 温39.5℃ トナル.其 ノ後次 第 ニ呼吸數體 温共 ニ

減少 シ3時 間半後死亡前 ニ 於テハ 呼吸數13體 温

35℃ ニ低 下 セ リ.脈 搏數 ハ3時 間後 迄漸 次 増 加 シ

死 亡 前 僅 ニ減 少 セ リ.

EKG所 見.温 傷 前(Morphin-Scopolamin注

射 麻 醉 後2時 間)ノEKGヲ 見 ル ニ脈 搏 緩 徐 ニシ

テ66ヲ 算 シP-Qハ0.149秒Q-Tハ0.243秒 ニ

シテ前 者 ハ0.0378秒 ノ延 長 ヲ見,後 者 ハ 延 長 短縮

ナ ク計 算 値 ト一 致 ス.QI SIII大 ニ シ テ左 心型 ヲ

示 ス.TII, IIIハ 正 型 ヲ示 シ其 ノ頂 ニ近 ク谷 ヲ有 ス.

温傷 直後 脈 搏120° LII, IIIニ 於 テR-R間 ニ2, 3

ノ非 常 ニ大 ナ ル陰 性 棘 ヲ認 メPノ 缺 損 スル ア リ.

カカ ル陰 性 棘 ハ 漸次 減 少 シ次 ノ瞬 間 ニ テハ 最 早 認

メザ ル ニ至 リ正 型 ノTII, IIIヲ 表 ハ ス ニ至 ル.但 シ

TII, IIIハ2相 性 ナ ル モ ノ アル モ次 第 ニ正 型 トナ リ

其 ノ棘 高 ヲ増 大 ス,TIハ 僅 ニ負 型(陰 性)ト ナ ル.

又R.ノ 棘 高 ハ温 傷 前 ニ比 シLIニ テハ 稍 々増 大 セ

ル モLII, IIIニ テハ 減 少 セ リ.30分 後 ニ テハ 脈 搏

162ヲ 算 シQI, SIII増 大 ス.PII, IIIハTII, IIIト
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第1表 實 驗1

第1圖
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第2圖 Nr. 54

共 ニ増 大 ス.1時 間後 ニ於 テハPII, IIIハTII, III

ト共 ニ益 々増 大 スル ヲ見 ル他 著變 ナ キ モLIニ 於

テ左 心 型 期 外 收縮 ヲ認 ム.2時 間 後 ニ於 テハ 脈 搏

増 加 シQI増 大 シTIノ 負型 増 大 スル 他 棘型 ニ著 變

ナ シ.3時 間 後 ニ到 レバSIハ 零 線 ニ達 セズ シテ大

ナ ル 負型 ノTニ 移 行 ス.LIIニ テ モSハ 零 線 ニ達

セ ズ シ テST線 ハ 小 ナル 山 ヲ作 リテ正 型 ノTニ 至

ル.Coronal TI型 ヲ示 ス.Rノ 棘 高何 レモ減 少

シ特 ニLIIIニ 於 テ著 シ.P-Qハ0.075秒 ニ減 少 シ

Q-Tハ0.133秒 ニ シ テ計 算 値 ニ比 シ前 者 ハ0.022

秒 ノ,後 者 ハ0.024秒 ノ短縮 ヲ認 ム.

剖見.心 臟 ハ收縮期停止,心 嚢液少 シク減少 シ

出血 ナシ.其 ノ他心臟 ニ肉眼的所見 ナク肺葉ハ充

血 ス.腹 壁膨隆シ高度 ノ胃擴張 ア リ瓦斯 ヲ以テ滿

サ レ胃粘 膜 ニ充 血 ア リ.直 腸 モ擴 張 シ瓦 斯 ヲ以 テ

滿 サ ル.腹 腔 内漿 液 増 加 セ ル モ 出 血 ナ レ.腎 臟 ハ

稍 々充 血 セ リ.

實 驗2. Nr. 57 ♀ 6.2kg(第2表,第3-4圖)

31/VII 9A.M. 1936 M-S (Morphin-Sco-

polamin)注 射 麻 醉 後2時 間 ニ テEKGヲ 採 取 シ
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94℃ ノ温湯 ニ20秒 間 浸 シNr. 54同 樣 ノ部 ヲ温 傷

セ シ ム.

温傷後經過.温 傷前呼吸數20,體 温38.5℃,脈

搏72ヲ 算 ス.温 傷10分 後 ニ於 テハ全身不安状態

ヲ呈 シ呼吸 數180ト ナ リ温 體 モ40.2℃ ニ上昇 セ リ.

其 ノ後 呼 吸數 體 温何 レモ 減 少 スル モ脈 搏 ノ ミハ増

加 シ30分 後 ハ 脈 搏235,呼 吸數120,體 温38.6℃

トナ レリ.死 亡 前排 尿 ア リ.

EKG所 見.温 傷前 脈 搏72, P-Qハ0.1秒,

Q-Tハ0.237秒 ニ シ テ前者 ハ0.0102秒 ノ短縮 ヲ

示 シ後者 ハ0.0010秒 ノ延長 ヲ示 ス.QI, SIII大 ニ

シテ左 心型 ヲ示 シTIハ 負型,TII, IIIハ2相 性 ニ

シテTIIハ 負型優 リTIIIハ 正 型 優 ル.温 傷10分 後

ニ於 テハ右心型期外收縮 ヲ示 ス.TII, IIIハ著 明ナ

ル正型 トナ リ同時ニPII, IIIモ増大 ス.20分 後 ニ

於 テモ略 ボ同樣 ニシテ脈搏増加 スル ノ ミナ リ.30

分後 ニ至 レバ脈搏235ニ 激増 シTIハ 大 ナル 負型

トナリTII, IIIハ振 幅大ナル2相 性 ヲ示 ス.又P, R

ハ少 シク棘 高減少シ期外收縮ハ消失 ス.P-Qハ

0.074秒,Q-Tハ0.154秒 ニシ テ前者 ハ0.02秒 ノ

短縮 ヲ示 シ後者ハ0.003秒 ノ延長 ヲ示 ス.

剖見.心 臟 ハ收縮期停止 ヲ示 シ心嚢 ニ異常 ナク

冠動脈ハ輕 度ノ擴張 ア リ血栓 ヲ見ル.「 フイラリ

々」多數存 ス.肺 葉ハ輕度 ノ充血 ヲ示 ス,輕 度 ノ

胃擴張 ア リ瓦斯 ヲ含ム.腹 腔 内浸 出液稍々増加 ス.

腎臟 ニ充血 ヲ證明 ス.

第2表 實 驗2

第

3

圖
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第4圖 Nr. 57

實驗3. Nr. 58 ♂ 9.0kg(第3表,第5-6圖)

4/VII 11.30A.M. 1936 M-S注 射 麻 醉 後2時

間 ニシ テ93℃20秒 ニ テ前 同 樣 ノ部 ヲ温 傷 セ シ ム.

温 傷 後 經 過.温 傷 前 呼吸 數12,體 温36.9℃,脈

搏67ナ ル ニ 温 傷直 後 呼 吸 數90體 温37℃ トナ リ

脈 搏 ハ178ニ 激 増 セ リ.30分 後 ニハ 呼吸 數100ト

ナ リ體 温39.4℃ ニ上 昇 シ脈 搏234ナ ル頻 數 ヲ示 ス.

其 ノ後 呼 吸 緩 徐 トナ リ體 温 モ著 明 ニ減 少 セ リ.脈

搏 數 ニ著 變 ナ シ.1時 間20分 後 流 涎 流 涙 ヲ來 シ腸

雜 音 ヲ聞 ク.

EKG所 見.温 傷 前脈 搏67, P-Q 0.1秒,Q-T

0.269ニ シ テ 前 者 ハ0.0112秒 ノ短 縮 ヲ,後 者 ハ

0.0260秒 ノ延 長 ヲ示 ス.QI, SIII大 ニ シ テ左 心型

ヲ呈 ス.SII, IIIハ 頗 ル大,Tハ 何 レモ正 型 ヲ示 ス

温 傷 直 後LIニ 於 テRハ 規 則正 シ ク 出現 シ其 ノ間

ニ非 常 ニ大 ナル 下 向性 棘 ヲ認 ム.LII, IIIニ 於 テハ

規 則 正 シ キRノ 間 ニ時 ニ非 常 ニ 大 ナ ル 正 型 棘 ア

リ.TIハ 不 明 ニ シ テTII.IIIハ 共 ニ大 ナル 正 型 ヲ

示 スニ至 ル.温 傷 後30分 ニ テSII, IIIハ 益 々増 大,

TIハ 明 カ ニ負 型 ヲ示 シTII, IIIハ 頗 ル 大 ニ シテTII
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トRIIハ 略 ボ 同 高,TIIIハRIIIヲ 遙 ニ凌駕 スRIII

ノ棘 高 著 明 ニ減 少 ス.1時 間 後 モ略 ボ 同樣 ノ棘 型

ヲ示 ス.2時 間 後 ニ テ脈 搏230ニ シ テ棘 型 同樣 ナ

ル モPII, III, TII, IIIハ 夫 々RII, IIIヲ 遙 ニ凌 駕 ス.

TI負 型益 々増 大 ス.SIII頗 ル大 ナ リ.RI>RII>

RIII 3時 間後 ニ於 テ ハ脈 搏 少 シク減 少 シ220ニ シ

テSIIノ 頂點 部 及 ビSIII下 降枝 ニ結 節 ヲ認 ムル ニ

到 ル.RIIIハ 頗 ル 小 ニ シ テ僅 ニ等 電 位線 上 ニ認 メ

ラル ル ニ過 ギ ズ.4時 間 後 脈 搏154ニ 減 ジRIIハ

稍 々大 トナ ル モRIIIハ 認 メラ レズ.SII, IIIハ 同 樣

ナ リ,依 然左 心 型 ヲ示 シP-Qハ0.064秒,Q-T

ハ0.161秒 ニ シ テ夫 々0.0364秒,0.0160秒 ノ短 縮

第3表 實 驗3

第5圖
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第6圖 Nr. 58

ヲ示 ス.4時 間30分 後 ヨリ死戰期 ニ入ル.

剖見.心 臟ハ收縮 期停止 ヲ示 シ「フイラリヤ」多

數 ナル モ肉眼的病 的所見 ナシ.肺 臟 下葉 ハ肺 水腫

状態 ヲ示 シ胃ハ輕度 ニ擴張 シ瓦斯 ヲ多量含有 ス胃

粘膜充 血ス.副 腎ハ輕度 ノ充血 ヲ示 シ腎臟 モ充血

ス.

實 驗4. Nr. 59 ♀ 7.5kg(第4表,第7-8圖)

7/VII 1.20P.M. 1936 M-S注 射 麻 醉 後2時

間,93℃ ノ温 湯 中 ニ20秒 間 浸 シ前 同樣 ノ部 ヲ温

傷 セ シ ム.

經過.温 傷前 呼吸數14,體 温35.9℃ ニシテ脈搏

117ナ ルモ温 傷5分 後 ニハ呼吸數120ト ナリ 體温

37.9℃ ニ上昇脈搏ハ100ニ シテ却 テ減少セ リ.體

温ハ30分 後最 高 トナ リ39.2℃ トナル.脈 搏ハ1時

間後迄漸次減少 シ36ト ナル,コ レM-S注 射 ノ影

響 ノ持續セルタ メナ リ.然 ルニ2時 間後ニハ呼吸

數22ニ 減少シ體 温36.4℃ ニ低下 セル モ脈搏 ハ激

増 シ171ヲ 算 ス,其 ノ後 ハ呼吸數 ニ著變 ナク體温

次 第 ニ低 下 シ脈搏 ハ死亡前 ニ到 ル迄益 々増 加セ リ

3時 間後 ニハ流涙著明 トナ リ腸雜 音 ヲ聽取 ス.
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EKG所 見.温 傷 前 脈 搏117, P-Q 0.13秒Q-T

0.234秒 ニ シ テ夫 々0.0259秒,0.0370秒 ノ延 長 ヲ

示 ス.QI, SIII大 ニ シテ左 心 型 ヲ示 ス.TIハ 負型,

TII, IIIハ2相 性 ナル モ 負型 大 ナ リ.PII, IIIノ 頂點

ニ結 節 ヲ有 ス.温 傷 直後 ニ於 テ ハ脈 搏100ヲ 算 シ

R-R間 ニ於 テ不 規 則 且 大 ナル 負及 ビ正 棘 ヲ認 メ

Pノ 結 節 ハ 明 カナ ラズ.TIハ2相 性 トナ リTII, III

ハ 負型 ヲ減 少 シ正 型 ニ優 レル2相 性 ヲ示 ス.1時

第4表 實 驗4
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第7圖

第8圖 Nr. 59
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間後TI, II共 ニ2相 性 ニ シデTIハ 負型 優 ル.P-P

間稍 々異 同 ア リ.2時 間後 脈 搏171ニ 激 増 シTハ

何 レモ正 型 ヲ示 ス.特 ニTII, IIIハ 著 明 ナ リ.零 線

ノ浮 動 ア リ.3時 間後 ハP, T何 レモ増 大 シST線

ハV字 形 ヲナ シ稍 々下降 ス.4時 間後P, T, S増

大 ス.6時 間後 ニ至 リTIハ 再 ビ2相 性 トナ リTII,

IIIハ 依 然 著 明 ナル正 型 ニ シ テSモ 益 々大 トナ ル.

7時 間後 脈 搏245ヲ 算 シT-P間 存 在 セ ズ.Tノ

下 降枝 ヨ リ直 チ ニPノ 上 向枝 ニ移行 ス.ST線 下

降 著 明 ナ リ.TIIIハRIIIヲ 凌 駕 スル ニ至 ル.8時

間後 ニ於 テハ脈 搏261ニ シテTハ 何 レモ2相 性 ヲ

示 シ前相 陰 性 ナ リ.依 然左 心型 ヲ示 ス.P-Qハ

0.097秒,Q-Tハ0.016秒 ニ シ テ 夫 々0.0029秒,

0.0150秒 ノ延長 ア リ.8時 間5分 後 ヨ リ死 戰 期 ニ

入 ル.

剖 見.心 臟 收 縮 期 停 止,冠 動 脈 稍 々擴 張,心 嚢

液 少 シク減 少 セ ル如 シ.肺 葉 ニ充 血 ヲ見 ル,高 度

ノ胃擴 張 ア リ瓦 斯 及 ビ水 樣 液増 加 ス.副 腎 ニ充 血,

腎臟 ニ充血,出 血 ア リ.直 腸 膨 滿 ス.

實 驗5. Nr. 60 ♀ 4.2kg(第5表,第9-10圖)

13/VIII 4.00P.M. 1936前 同樣 ニ シ テ93℃

25秒 温傷 ヲ起 サ シ ム.

經 過.温 傷 前 呼吸 數18,體 温36℃,脈 搏92ヲ

算 スル モ 温 傷 直後 既 ニ呼 吸 數150,體 温39℃ ニ シ

第5表 實 驗5

第9圖
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第10圖 Nr. 60

テ脈 搏 ハ235ニ 激 増 セ リ.體 温 ハ10分 後 最 高 ト

ナ リ39.6℃ ヲ示 シ以後 急 激 ニ下 降 セ リ.呼 吸 數 モ

次 第 ニ減 少 シ脈 搏 ハ僅 ニ減 少 セ リ.

EKG所 見.温 傷 前 脈 搏92,左 心 型 ヲ示 シP-Q

ハ0.095秒,Q-Tハ0.215秒 ニ シ テ前者 ハ0.0119

秒 ノ短 縮 ヲ見後 者 ハ短 縮 延 長 ナ シ.SII, IIIハ 著 明

ニ シ テTIハ2相 性,TII, IIIハ 著 明 ナル 負型 ヲ示

ス.温 傷 直後 ニ於 テハ 苦 悩 ノ爲 暴 レ振 動 多 シ.脈

搏 頻 數 ニ シ テ總 テ ノ棘 高ハ 一 定 セズ.Tハ 何 レモ

著 明 ナル 正型 ヲ示 ス.1時 間後 脈 搏199ニ 減 少 シ

Tハ 依然著 明ナル正型 ヲ示シ棘 高略 ボ一定 ス.2時

間 後Tハ 益 々増 大 ス.2時 間40分 後 既 ニ刺 戟 ニ反

應 セズ,脈 搏181ニ 減 少 ス.Qハ 何 レモ大 トナ リ

SII, IIIハ 減 少 ス.Tハ2相 性 ナ ル モ 僅 ニ負 型 ヲ表

ハ シ タル 後 著 明 ナル 正 型 ヲ示 ス.Pノ 棘 幅 著 明 ニ

増 大 ス.Pノ 下 降枝 ハ 直 チ ニQノ 下降 枝 ニ移行 ス

P-Qハ0.085秒,Q-Tハ0.18秒 ニ シテ前 者 ハ

0.0134秒 ノ短縮 ヲ示 シ後 者 ハ0.0130秒 ノ延 長 ヲ示

ス.次 デ死戰期 ニ入ル.

剖見.心 臟ハ擴張期停止 ヲ示 シ心嚢 液稍 々減 少

セル感 ア リ冠動脈擴 張 ナシ,其 ノ他 心臟 ニ肉眼的

所見 ナシ.肋 膜稍 々肥厚 シ肺葉ハ充血 セ リ.腹 壁
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膨 隆 シ高 度 ノ胃擴 張 ア リ瓦斯 ヲ以 テ充 滿 セ ラル.

胃粘膜 充 血 ス.其 ノ他 直 腸 膨隆 シ肝 臟 腫 大 ス.副

腎 及 ビ腎 臟 ニ充血 ヲ見 ル.

實 驗6. Nr. 61 ♂ 5.3kg(第6表,第11-12圖)

26/VIII 12.30P.M. 1936 M-S注 射 麻 醉 後

2時 間 ニシ テ前 同 樣 ノ部 ヲ95℃, 20秒 温 傷 ヲ起 サ

シ ム.

經過.温 傷 前 呼 吸 數18,體 澱36.2℃ ナ ル ニ温傷

5分 後 ニテ ハ呼 吸 數 ハ170ニ 激 増 シ體 温38.4℃ ト

ナ リ脈 搏 數 ニ著變 ナ シ.體 温 ハ20分 後 最 高 トナ リ

39.2℃ ニ上 昇 スル モ 其 ノ後4時 間後 迄 ハ漸 次 低 下

シ後 再 ビ上 昇 シ初 メ死 亡前 ハ38.6℃ ナ リ.呼 吸數

第6表 實 驗6
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第11圖

第12圖 Nr. 61
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ハ體 温 ト比 例 セ リ.脈 搏 ハ3時 間後 迄 減 少 セ ル モ

其 ノ後 漸 次 數 ヲ増 シ死 亡 前261ナ リ.温 傷3時 間

後 ヨ リ流 涙 著 シク腸 雜 音 著 明 ナ リ.

EKG所 見.温 傷 前脈 搏90ニ シテP, Sハ 著 明

ナル 正型 ヲ示 シTII, IIIハ2相 性 ナ リ.P-Qハ

0.117秒,Q-Tハ0.246秒 ニ シ テ前者 ハ0.0098秒

後者 ハ0.030秒 ノ延 長 ヲ示 ス.温 傷 直後 ニ於 テハ

脈 搏 殆 ド變 ラズTII, IIIハ 著 明 ナ ル 正 型 ニ 變 ジ

SII, IIIハ 棘 高減 少 ス.等 電 位 線 上 ニ振 動 ア リ.20

分 後 ニ於 テハ脈 搏77ニ 減 少 シTIハ2相 性TII, III

ノ正型 ハ 益 々増 大 ス.呼 吸 運 動 ト共 ニ身體 動搖 シ

振 動 ヲ示 ス.1時 間 後脈 搏 益 々減 少 シ58ナ リ.

TIIノ 上昇 脚 ニ結 節 ヲ認 ム.其 ノ他 棘 型 ニ變 化 ナ

シ.2時 間 後 不 整脈 著 明 トナ リQI小,TIハ 著 明

ナル 負型 トナ リTII, IIIノ 棘 高 少 シク低 下 ス.LIII

ニ於 テPノ 棘 型 ニ種 々變 型 ヲ示 ス,即 チPハ2相

性 フ示 スモ ノア リ又 棘 幅,棘 高 共 ニ非 常 ニ小 ナ ル

モ ノ ア リ.SII, IIIハ 少 シ ク低 下 セ リ.3時 間後 ハ

TII, IIIノ 棘 高 少 シ ク減少 セル他 殆 ド變 化 ナシ.不

整脈 及 ビTIIノ 結 節 ハ 依 然存 ス.4時 間 後 ニ於 テ

モ棘型 ニ大差 ナ キモPIIIニ 於 テ2相 性,負 型 ヲ示

スモ ノア リ.只TII, IIIノ ミハ 稍 々増 大 シPハ 依

然 タル モTIIノ 結 節 ハ消 失 セ リ.8時 間後 ハ脈 搏

123ヲ 算 シRI>RII>RIIIト ナ リRIIIノ 如 キハ

TIII或 ハPIIIヨ リ小 ナル モ ノ ア リ.PII, IIIハRニ

比 シ比 較 的 大 ニ シ テTII, IIIハ 益 々増 大 スル傾 向

ニ ア リ.ST線 振動 スル モ ノア リ.9時 間後 脈 搏

151ニ 増 加 シRIIIハTIIIヨ リモ又PIIIハSIIIヨ

リモ小 トナル ニ至 ル.SIIIノ 下 降脚 ニ於 テ結 節 ヲ

認 ム.13時 間 後 脈搏261ニ 激増 シTIハ 著 明 ナル

2相 性 トナ リ,PII, III, TII, IIIハRニ 比 シ頗 ル大

ナ リ.QII著 明 トナ リRII, IIIハ 著 明 ニ棘 高 ヲ減 ジ

RIIIノ 如 キハ 等電 位 線 上 ニ消 ユ.SIII大 ナ ル モSII

減 少 ス.SIII上 昇脚 ニ結 節 ヲ有 ス.依 然左 心 型 ヲ呈

ス.P-Q 0.084秒,Q-Tハ0 .127秒 ニ シテ前 者

ハ0.0101秒,後 者 ハ0 .01900秒 ノ短縮 ヲ見 ル.

剖 見.心 臟 ハ擴 張 期停 止 ヲ示 シ心 嚢 ニ所 見 ナ ク

冠 動脈 怒 張 ス.右 室 ニ少 量 ノ血 栓 ア リ.肺 葉 ニ充

血 ヲ認 メ肋膜 ニ異 常 ナ シ.輕 度 ノ胃 擴 張 ア リ.漿

膜 ニ充 血 ア リ.胃 粘 膜 ニ溢 血 ア リ.又 直腸 膨 滿 ス.

副 腎 ニ充 溢 血 ア リ.腎 臟 充血 ス.

實 驗7. Nr. 62 ♂ 3.5kg(第7表,第13-14圖)

3/IX 2.00P.M. 1936 95℃ 25秒,温 傷 部位

ハ前 同樣.

經 過.温 傷 前 呼 吸 數19,體 温36.4℃ ナ ル ニ温 傷

直後 呼 吸50,體 温39.5℃ トナ ル.時 間 經 過 ト共 ニ

呼 吸數 ハ 減 少 ス.體 温 ハ30分 後 最 高 トナ リ39.7℃

ヲ示 シ以 後 次 第 ニ下 降 シ死 亡 前20分 ニ於 テ33.4℃

トナ リ異 常 ノ下 降 ヲ招 來 セ リ.温 傷 直 後 ハ 非 常 ニ

不 安 状 態 ヲ呈 シ呼氣 ト共 ニ泣 聲 ヲ發 シ身 體 モ振 動

ス.呼 吸 數 減 少 シ體 温 降 下 ト共 ニ安 靜 トナ リ4時

間後 頃 ヨ リ流 涙 著 シ ク又 腸 雜 音 ヲキ ク.6時 間 後

下 痢 便排 出 ア リ.角 膜 反 應 鈍 感 トナル.

EKG所 見.温 傷 前 脈 搏93ヲ 算 シSII, III著 明

ナ リ.TIIハ 僅 ニ正 型 ヲ示 シTIIIハ2相 性 ニ シ テ

負型 ニ優 ル.QIII著 明 ナ リ.LIニ 於 テ ハR僅 ニ

隆 起 セ ル外 他 ノ棘 ハ等 電 位線 上 ニ消 ユ.P-Qハ

0.104秒,Q-Tハ0.245秒 ヲ示 シ夫 々0.0028秒 ノ

短 縮 及 ビ0.0330秒 ノ延 長 ヲ示 ス.RII<RIII温 傷

直後 脈 搏150ヲ 算 シQハ 總 テ消 失 シSII, IIIハ 棘

高 著 シク減 少 ス.Tハ 不 安 定 ニ シテ2相 性 或 ハ 正

型 ヲ示 スモ大 部 分 ハ 正 型 ヲ示 ス.30分 後 脈 搏104

ニ減 少 シ棘 型 ニ大 ナル 變 化 ナ シ.2時 間後 ハ脈 搏

139ト ナ リTIハ 負型 ヲ示 シTII, IIIハ 正型 ヲ増 大

ス.SII, III稍 々小 トナ ル.PII, III増 大 ス.3時 間

後 棘 型 ニ大 ナ ル變 化 ナ キモSII, IIIハ 益 々小 トナ

ル.4時 間後 ニハSII, IIIハ 其 ノ上 昇 脚 ハ等 電 位 線

ヨ リ上部 迄 復歸 シ次 デ下 降 シ正 型 ノTニ 移 行 ス特

ニLIIIニ 於 テ著 シ.5時 間後TIハ 消 失 シ前 記 特

徴 ハ益 々 明 ナ リ.6時 間 後 ニハ 該 特 徴 ハ 益 々顯 著

トナ リST線 ハ 斜左 上方 ヨ リ右 下 方 ニ下 ル 線 ヲ作

リTヘ ノ移 行 部 ヲ認 ム ル能 ハ ズ.從 テTハ2相 性

ヲ示 セ ル ガ 如 シ.P-Qハ0.087秒,Q-Tハ0.202

秒 ニ シ テ前 者 ハ0.0149秒 ノ短 縮 ヲ,後 者 ハ0.0160
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秒 ノ延長 ヲ認 ム.RII<RIII.

剖 見.心 臟 ハ 擴 張 期停 止 ヲ示 シ心 嚢 液 尋 常,右

心 房 及 ビ心 室 ニ數 匹 ノ「フ イ ラ リヤ」ヲ認 ム.左 心

室 先 端 ニ少 量 ノ血 栓 ヲ認 ム.肺 左 下葉 ニ於 テ肝 臟

色 ヲ呈 セル斑點 ヲ多數認 メ水 分多量 含有 ス.胃 ハ

稍 々膨隆シ胃粘膜充血 アリ,瓦 斯 ヲ以テ滿 サル.

副腎,腎 臟 充血 ス.肝 臟稍 々肥大セ リ.

第7表 實 驗7

第13圖
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電氣心働 圖 ヨリ見 タル温傷 ノ心臟 ニ及 ボス影 響(實驗的研究)(第2編)
2057

第14圖 Nr. 62

實 驗8. Nr. 63 ♀ 7.2kg(第8表,第15-16圖)

6/X 2.00P.M. 1936 93℃ 50秒 温 傷.

經 過.温 傷 直後 呼 吸脈 搏數 著 シ ク増 加 シ苦痛 不

安 著 明 ニシ テEKG採 取 不能 ナ リ.時 間經 過 ト共

ニ呼 吸數 減 少 シ脈 搏 増 加 ス.3時 間 後流 涙 著 明 ト

ナル.

EKG所 見.温 傷 前脈 搏80ニ シ テS, QIII認 メ

ラ レ右 心 型 ヲ示 シTIナ シ,TII, IIIハ2相 性 ナ リ.

P-Qハ0.106秒,Q-Tハ0.296秒 ニ シ テ前者 ハ

0.0027秒 ノ短 縮 ヲ後者 ハ0.0690秒 ノ延 長 ヲ示 ス.

温 傷5分 後 ニ於 テ ハ脈 搏173ニ 激 増 シ尚 ホ號 泣 ト

共 ニ身 體 動 搖 シ 棘型 モ 亦 不安 定 ナ ル モ大 體 ニ於 テ

TIハ 正 型 トナ リTIIハ 著 明 ナ ル正 型 ヲ示 シTIIIハ

2相 性 ニシ テ正 型 優 ル.ST線 ハ 著 シク 下 降 ス.30

分 後 ニ於 テ脈 搏170ニ シ テ棘 型安 定 ス.TII, IIIハ

大 ナル 正 型 ヲ示 ンST線 下 降 及 ビ振 動 ヲ認 ム.2

時 間 後 迄 前 記所 見 ハ益 々著 明 トナ ル.3時 間 後 脈

搏209ニ 増 加 シST線 ノ 下降 ハ 著 明 ナ ル モ 振 動

ハ消 失 ス.RII , III増 大 ス.3時 間30分 後TIIIハ

2相 性 ヲ示 シ正 型 優 ル.ST線 下 降 ハ稍 々恢 復 ス.
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T, Pハ 何 レモ 著 明 ナル 正 型 ナ リ.P-Qハ0.07秒

Q-Tハ0.15秒 ニシ テ夫 々0.0267秒,0.0080秒 ノ

短縮 ヲ見 ル.

剖見.心 臟 ハ擴 張期 停 止 ヲ示 シ心 嚢 液 減 少 ス,

右 心 室 内「フ イ ラ リヤ」5匹,心 臟 ニ肉 眼的 所 見 ナ

シ.肺 葉 ニ輕 度 ノ充 血 ア ル 他 著變 ナ シ.胃 擴 張 シ

瓦斯 ヲ以 テ滿 サ ル.十 二 指 腸粘 膜 充血 シ溢 血 部 ア

リ.直 腸 ハ膨 隆 ス.

第8表 實 驗8

第15圖
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電氣心働圖 ヨリ見 タル温傷 ノ心臟 ニ及ボ ス影響)實 驗的研究)(第2編) 2059

第16圖 Nr. 63

第2節 全 般皮 膚 面 積 ノ約1/2温 傷 ノ場 合

實驗9. Nr. 73 ♂ 8.5kg(第9表,第17-18圖)

19/I 5.20P.M. 1937 M-S注 射 麻 醉 後2時 間

ニ シテ劍 状 突 起 以下90℃ 20秒 ノ温 傷 ヲ起 サ シ
ム.

經過.温 傷 前呼 吸 數15,體 温35.5℃ ナ リ.呼 吸

ハ安 靜 ナ リ.温 傷 ニ依 リテ「シ ヨツ ク」症 状 ヲ起 ス

コ トナク 直後 排 尿 シ號 泣 ス.短 時 間 ニシ テ安 靜 ト

ナ リ呼 吸數 依 然15ニ シ テ體 温36 .2℃ ナ リ.其 ノ後

呼 吸數 ハ 殆 ド變 化 セ ズ.體 温 ハ次 第 ニ減 少 シ四肢

振 顫 ス.4時 間 後呼 吸 數14,體 温34.4℃ ニ下降 ス.

其 ノ後 次 第 ニ呼吸 數 ノ増 加 體 温 ノ上 昇 ヲ見8時 間

後 ニハ 呼 吸 數20,體 温36℃ ナ リ.其 ノ後 呼 吸 數

ハ 増 加 シ 體 温 ハ 減 少 シ 死 亡 前 即 チ13時 間 後 ニ於

テハ 呼 吸數30ニ 増 加 シ體 温 ハ34℃ ニ減 ズ .8時

間 後 頃 ヨ リ流 涙著 シ ク腸 蠕 動 雜 音 ヲ聽 キ下 痢便 ヲ

排 出 スル ニ到 レ リ.

EKG所 見.温 傷 前 脈 搏99左 心 型 ヲ呈 シSII
, III

大 ナ リ.Tハ 何 レモ著 明 ナ ル 負型 ヲ示 ス.P-Qハ

0.133秒,Q-Tハ0.27秒 ニ シ テ夫 々0 .0271秒,

0.0610秒 ノ延 長 ヲ示 ス.温 傷 直 後 ニ テ脈 搏 數80ニ
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シ テQII消 失 セ ル外 著變 ナシ.1時 間 後 ニ於 テ脈

搏73ニ 減 少 シPII, III, RII, III, Tハ 何 レモ棘 高

稍 々減 少 シ2時 間 後脈 搏67ト ナ リSII, IIIハ 依 然

タル モTノ 負型 ハ小 トナル.4時 間後 ヨ リ脈 搏 數

ハ増 加 シ 同時 ニTII, IIIハ 正 型 トナ リST腺 ハ 漸

次 下 降 スル ニ至 ル.11時 間 後脈 搏173ト ナ リTII,

IIIハ2相 性 ヲ呈 シTIハ 等 電 位 線 上 ニ消 エ13時

間後 脈 搏186ヲ 算 シTIハ 負型TII, IIIハ 著 明 ナ ル

第9表 實 驗9

第17圖
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電 氣心働圖 ヨリ見 タル温傷 ノ心臟 ニ及ボ ス影響(實 驗的研究)(第2編) 2061

第18圖 Nr. 73

2相 性 ヲ示 ス,依 然左 心 型 ヲ示 シP-Qハ0.085秒,

Q-Tハ0.172秒 ニシ テ前 者 ハ0.0131秒 ノ短 縮 ヲ,

後 者 ハ0.0700秒 ノ延長 ヲ示 ス.何 レモ温傷 前 ニ比

シ誤 差 ノ減 少 セル ヲ認 ム.

剖見.心 臟ハ中等大停止 ヲ示 シ心嚢冠動脈,心

臟 内面 等 ニ著 變 ナ シ.右 心 室 ニ「フ イ ラ リヤ」3匹,

肺 葉 ニ充血 著 明ナ リ.腹 部 膨 隆著 明 ニシ テ 胃擴 張

ハ 高 度 ニ シ テ 胃粘 膜 ハ充 血 シ 水 樣液 ヲ以 テ滿 サ

ル小 腸 粘 膜 ニ モ充血 ア リ.腎 臟,副 腎何 レモ充 血

ス.

實 驗10. Nr. 74 ♀ 5.5kg(第10表,第19-20圖)

25/I 2.50 P.M. 1937 M-S注 射 麻 醉 後2時 間

ニ シ テNr. 73同 樣 ノ部 ヲ90℃ 10秒 間温 傷 ヲ起

サ シ ム.

經 過.温 傷 前 呼 吸 數15,體 温35℃ ナ ル モ 温 傷

直 後 呼吸 數60,體 温35.3℃ ニ シ テ呼 吸數 ハ30分

後40ト ナ リ4時 間後56ニ 増 加 シ 其 ノ後20-30

ノ間 ヲ増 減 シ24時 間後 ニハ16ト ナ ル.體 温 ハ30

分 後35.5℃,4時 間後34.7℃ ニ減 少 シ其 ノ後 ハ 増 加

シ12時 間後 最 高 トナ リ又 次 第 ニ減 少 シ24時 間後
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ハ36℃ ニ減 少 ス.2時 間後 頃 ヨ リ不 安 状態 トナ リ

號 泣 ス.6時 間後 頃 ヨリ腸雜 音 ヲ著 明 ニ聽 キ10時

間後下痢便 ヲ排出 スルニ至 リ流涙亦著明 ナ リ.死

前血液便 ヲ多量排 出セ リ.

第10表 實 驗10

第19圖
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電氣心働圖 ヨリ見 タル温傷 ノ心臟 ニ及ボ ス影響(實 驗的研究)(第2編)
2063

第20圖 Nr. 74

CEK所 見.温 傷 前 脈 搏110ニ シ テQr, SIII

大 ナ ル左 心 型 ヲ示 シTII, IIIハ 正型 ニシ テ其 ノ上

昇 脚 ニ於 テ結 節 ア リ.P-Qハ0.096秒,Q-Tハ

0.202秒 ニ シテ前 者 ハ0.0085秒 ノ短 縮 ヲ示 シ 後 者

ハ0.0010秒 ノ延長 ヲ示 ス.温 傷 後10分 ニ於 テ

TII, IIIノ 正型 ハ増 大 シ結 節 ハ 明 カ ニ認 メ ラ ル.

SII, IIIハ 依 然 著 明 ナ リ.2時 間後 脈 搏43ニ シ テ

SII, IIIハ 増 大 シTIハ 正 型 トナル.4時 間後 脈 搏

ハ39ニ 減 少 シ筋 運 動 ニ依 ル振 動 ヲ所 々 ニ見 ル.7

時 間30分 後脈 搏80ト ナ リ著 明 ナ ル不 整 脈 ヲ示 シ

ST線 ノ下 降 及 ビ振 動 著 明 トナ ル,PII, III, TII, III

ハ 益 々大 ナル 陽 性 ヲ示 ス.12時 間後 脈 搏170ヲ 算

シLIIニ 於 ケルP, Tハ 益 々大 トナ ル.RII, IIIハ

却 テ低 下 ス.其 ノ後24時 間 ニ 至 ル 迄脈 搏 數 ハ 漸

次 減 少 シ24時 間 後 ニハ134ト ナ リPII, IIIモ 低 下

シTIハ 負 型 ヲ示 シTII, IIIハ 尚 ホ 大 ナル 正 型 ヲ示

シP-Qハ0.082秒,Q-Tハ0.178秒 ニシ テ夫 々

0.0213秒,0.0090秒 ノ 短 縮 ヲ見 ル.

剖 見.心 臟 ハ擴 張 期 停 止 ヲ示 シ冠 動 脈 稍 々擴 張

ア リ.右 心 室 ニ數 匹 ノ「フイ ラ リヤ」ヲ有 ス.内 面

ニ異常 ナシ肺下葉 充血溢血 ア リ,水 腫樣 ヲ呈 セル

部 ア リ.胃 擴張 ナク胃粘膜 ハ充血,出 血 ア リ水樣

液 ヲ滿 ス.腎 臟 ニ充血血栓 アリ.副 腎 ニ充血 ヲ認

ム.
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實 驗11. Nr. 75 ♂ 3.9kg(第11表,21-22圖)

1/III 1937 M-S注 射 麻 醉 後2時 間 ニシ テ95℃

10秒 温傷 ヲ起 サ シ ム.

經 過.温 傷前 呼吸 數14,體 温34℃ ナ リ.温 傷 後

第11表 實 驗11

第21圖
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電氣心働圖 ヨリ見 タル温傷 ノ心臟 ニ及ボ ス影響(實 驗的研究)(第2編) 2065

第22圖 Nr. 75

10分 ニテハ 呼 吸 及 ビ體 温 ニ著 變 ナシ.喧 騒著 シ ク

身 體 動搖 ス.1時 間 後 ニ於 テ呼吸 ハ12ト ナ リ體

温 モ33℃ ニ減 少 ス.4時 間後 ニ於 テ ハ呼 吸數18,

體 温34℃ ニ上昇 ス.7時 間 後 呼 吸24ト ナル モ體

温 ハ 依然 タ リ.15時 間 後 ニ於 テハ呼 吸20,體 温

36.1℃ トナル.此 頃 ヨ リ流 涙 著 明 トナ リ下 痢 便 ヲ

出 シ腸 蠕 動 音 ヲ聽 ク.其 ノ後 呼吸 及 ビ體 温 ハ 次 第

ニ増 加 シ.29時 間 後死 亡 前 ニ到 レバ 呼 吸36,體 温

39℃ ニ達 シ血 液 ヲ混 ゼ ル 下 痢 便排 出 シ漿 液 性 胃

内 容 ヲ嘔 吐 セ リ.

EKG所 見.温 傷 前脈 搏69ヲ 算 シQI , SIII大 ナ

ル左 心 型 ヲ示 シPII, III, RII
, III大 ニシ テTIハ 等

電 位 線 上 ニ消 エTII, IIIハ2相 曲 線 ヲ示 ス.P-Q

ハ0.096秒 ,Q-Tハ0.290秒 ニ シテ計 算 値 ニ比 シ

前 者 ハ0.0149秒 ノ短 縮 ヲ,後 者 ハ0.0450秒 ノ延 長

ヲ示 ス.温 傷 後10分 ニ於 テ脈 搏54ニ シ テQハ 總

テ消失 シTハ 何 レモ 著 明 ナル 陽 性 ヲ示 ス ニ致 ル.

ST線 ハ稍 々下 降 シ振 動 ヲ示 ス.脈 搏 ハ1時 間 後

最 モ 減 少 シ42ニ シ テSII, III及 ビTII, IIIハ 著 明 ニ

増 大 ス.4時 間 後脈 搏60ト ナ リ其 ノ後 次 第 ニ増 加
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シ7時 間 後 ニハ122ヲ 算 シTII, IIIハ 益 々増 大 ス.

10時 間乃 至15時 間 ニ於 テハSI, IIIノ 棘 高稍 々減

少 セ リ.脈 搏 ハ10時 間後191, 15時 間後225ト

ナ リPII, IIIモ 次 第 ニ増 大 ス.22時 間後 ニハ 脈 搏

210ト ナ リTII, IIIト 共 ニSII, IIIモ 亦 棘 高 増 大 シ

來 ル.29時 間後 脈 搏 ハ216ト ナ リLIIニ 於 ケル

P, S, Tハ 何 レモ増 大 セル儘 死 亡 セ リ.29時 間 後

ニ於 テ モ左 心 型 ヲ示 シP-Qハ0.08秒,Q-Tハ

0.128秒 ニ シ テ夫 々0.0163秒,0.0280秒 ノ短 縮 ヲ

示 シ温 傷 前 ニ比 シ前 者 ハ増 大 シ後 者 ハ 減 少 セ リ.

剖 見.心 臟 ハ收 縮 期 停 止 ヲ示 シ冠 動 脈 稍 々擴 張

シ内 面 ニハ 心房 心 室 ニ少 量 ノ凝 血 塊 ヲ認 ム.右 心

室 ニハ「フイ ラ リヤ」數 匹 ヲ入 ル.肺 葉 ニハ 充 血,

出血 ア リ.腹 壁 平 ニ シ テ 胃擴 張 ハ輕 度 ナ リ.胃 粘

膜 充血 シ内容ハ瓦斯及 ビ水樣液 ナ リ.副 腎 ニ溢血

ア リ.腎 臟 ハ充血 ス.

第3節 全皮膚面積 ノ1/3温傷 ノ場合

實 驗12. Nr. 76. ♂ 6.5kg(第12表,第23-24圖)

5/III 2.30 P.M. 1937 M-S注 射 麻醉 後2時 間

ニ シテ 肋 骨 弓部 以下83℃ 10秒 温 傷 ヲ起 サ シ ム

第12表 實 驗12

第

23

圖
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第24圖 Nr. 76

(以下温傷部位 ハ同樣ナ リ).

經過.温 傷前呼吸數12體 温36.2℃ ニシテ温 傷

直後排尿 ス.温 傷直後呼吸數18體 温38℃ ニ上昇

ス.1時 間後 ニハ呼吸數14體 温36 .5℃ ニ低 下 ス.

呼吸ハ尋常 ニシテ安靜,苦 悶 ノ状ナキモ時 ニ暴 ル

ルコ トア リ.7時 間後 モ著變 ナ シ.9時 間後流涙

著 シク腸蠕動雜 音 ヲ聽 キ下痢性便 ヲ排 出ス.其 ノ

後漸次呼吸數増 加體温 ノ上昇 ヲ見18時 間後 ニハ

呼 吸數56體 温38.8℃ ニ上 昇 ス.

EKG所 見.温 傷前脈搏58,棘 型 ハ中間型 ニシ

テLIIニ 於 ケ ルQ, S何 レモ 大 ナ リ.TIハ 等 電 位

線 上 ニ消 エTII, IIIハ 負型 ノ優 レル2相 性 ヲ示 ス.

P-Qハ0.100秒Q-Tハ0.276秒 ニ シ テ前 者 ハ

0.0130秒 ノ短 縮 ヲ,後 者 ハ0.0220秒 ノ延 長 ヲ示 ス.

温 傷 直後 脈 搏55ト ナ リSI, IIIハ 消 失 シTII, IIIハ

著 明 ナ ル正 型 ヲ示 ス.1時 間 後 ニ於 テ 脈 搏 數 著 變

ナ キ モLIIノR, Tハ 益 々増 大 スル 傾 向 ア リ.ST

線 ハ稍 々下 降 ス.7時 間後 脈 搏 ハ128ニ 増 加 シP

ノ棘 高 大小 ア リ.PIIIニ ハ 負型(=)ヲ 呈 スル モ ノ

ア リ.9時 間 後 脈搏 ハ 更 ニ148ニ 増 シQハ 總 テ消
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失 シRII, III, TIIハ 益 々増 大 ス.期 外 收 縮 ヲ表 ハ

ス ニ至 ル.18時 間後(死 亡 前1時 間半)ニ テハ脈

搏 ハ尚 ホ モ増 加 シ173ヲ 算 シST線 下降 ハ 著 明

トナ リRノ 棘 高 大 小 ノ差 著 シ クTIハ2相 曲線 ヲ

示 シTII, IIIハ 異 常 ニ大 ナ リ.P-Qハ0.096秒.

Q-Tハ0.16秒 ヲ示 シ夫 々0.0030秒,0.0100秒 ノ

短 縮 ヲ示 セ リ.

剖 見.心 臟 ハ 中等 大 停止 ヲ示 シ冠 動 脈 ハ稍 々擴

張 ス.其 ノ他 肉眼 的 所 見 ナシ.肺 葉 ハ充 血 シ一 般

ニ水 分 ニ富 ム.胃 擴 張 ナ ク 胃粘 膜 殊 ニ幽 門 部 ニ充

血 ヲ見 ル.腹 腔 内 漿 液稍 々増 加 ス.十 二 指 腸 粘膜

ニ溢 血 ア リ.腎 臟 ニ 輕 度 ノ充 血 ア リ.

實驗13 Nr. 77 ♂ 7.5kg(第13表,第25-26圖)

5/III 2.40 P.M. 1937. M-S注 射 麻 醉 後2時 間

第13表 實 驗13

第

25

圖
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第26圖 Nr. 77

ニシ テ83℃ 10秒 温 傷 ヲ起 サ シム.

經過.温 傷前呼吸數16體 温35.8℃ ナ リ.温 湯

中ニ排尿 ス.温 湯 中ニテハ呼吸頻數 トナル モ温湯

ヨリ出スヤ平靜 トナ リ體温ハ37℃ ナ リ.1時 間後

呼吸數20ナ ルモ體温ハ著 シク下降 シ33.5℃ トナ

ル.其 ノ後再 ビ呼吸數増加體温上昇 ヲ見9時 間後

ニハ呼吸數25 ,體温37℃ トナル.此 頃 ヨリ流涙著

明 トナリ腸蠕動音 ヲ聽 ク.出 血性下痢便 ヲ出 ス.

EKG所 見.温 傷前脈搏83ヲ 算 シ左心型 ヲ示

シQI, SII, III著明ナル正型 ヲ示 ス.TII, IIIハ2相

性 ナ リ.P-Qハ0.109秒,Q-Tハ0.266秒 ニ シ

テ夫 々0.0007秒,0.0420秒 ノ延 長 ヲ示 セ リ.温 傷

直後 ニ於 テ脈 搏55ニ シテQIハ 消 失 シTII, IIIハ

正 型 ナ ル モ 其 ノ終 結 明瞭 ナ ラズ.爲 メニQ-Tノ

測 定 困 難 ナ リ.1時 間後 ニハP-Qハ 大 小 ア リ テ

0.106秒-0.149秒 ノ間 ニア リ.3時 間後 ニ於 テ ハ 脈

搏75ト ナ リPII, IIIノ 大 トナ ル ト共 ニLIIニ 於 ケ

ルSTノ 棘 高 亦 増 大 ス.7時 間 後 ニ於 テハ 脈 搏 ハ

169ニ 激 増 シLIIニ 於 ケルP, S, Tノ 増 大 ヲ見
,R

ハ 却 テ低 下 ス,9時 間後 ニ於 テモ略 ボ 同樣 ニ シ テ
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P-Qハ0.074秒,Q-Tハ0.160秒 ヲ示 シ夫 々

0.0236秒,0.0030秒 ノ短縮 ヲ認 ム.

剖 見.心 臟 ハ 中等 大 停 止 ヲ示 シ冠 動 脈 稍 々擴 張

シ心 室 内面 ニハ「フ イブ リン」塊 ヲ認 ム.右 心 室 ニ

「フイ ラ リヤ」1匹 ヲ有 ス.肺 葉 ハ 淡紅 色調 ヲ示 シ

下葉 ニ充 血 著 明 ニ シテ水 分 ニ富 ム.胃 ハ 輕 度 ノ擴

張 ヲ示 シ 胃粘 膜 ハ 幽 門部 ニ於 テ充 血 ス.胃 内容 ハ

水溶 液 及 ビ瓦 斯 ナ リ.腹 腔 内滲 出 液 増量 ス.腎 臟

副 腎 ニ充血 ヲ示 ス.

實 驗14. Nr. 78 ♂ 5.5kg(第14表,第27-28圖)

8/III 2.15 P.M. 1937. M-S注 射 麻 醉 後2時 間

ニ シ テ82℃ 5秒 温傷 ヲ起 サ シ ム.

經 過.温 傷 前 呼吸 數10體 温35℃ ナ リ.温 傷 直

後 ハ呼 吸 數14體 温 ハ35.5℃ ニ シ テ全 身状 態 ハ 安

靜 ナ リ.1時 間後 呼 吸 數 ハ10ニ シ體 温 テハ34.1℃

ニ減 少 ス.3時 間後 ハ 不安 状 態 ヲ示 シ吠 ユル タ メ

EKG採 取 困難 トナ リ呼吸 數 ハ100ニ 激 増 シ 體 温

35℃ ナ リ.M-S pro kg 0.3cc注 射 後1時 間 ヲ經

テEKG採 取 セ リ.此 時 呼 吸14體 温35.3℃ ナ リ.

9時 間後 ハ 稍 々安靜 トナ リ腸 雜 音 ヲ聽 キ,19時 間

後 呼 吸60體 温36.3℃ トナ ル.25時 間 後 ハ 殆 ド全

ク安靜 トナ リ.呼 吸50,體 温35ナ リ.31時 間後

ハ 呼吸 數100,體 温36.1℃ トナ リ,再 ビ呼吸 數 ハ

減 少 スル モ體 温 ハ次 第 ニ上 昇 シ47時 間30分 後 ニ

ハ 呼吸 數20,體 温39.1℃ ト ナリ48時 間30分 ニ テ

死 亡 セ リ.

GEK所 見.温 傷 前 脈 搏42ニ シ テ 左 心 型 ヲ示

シSII, III著 明 ナ ル正 型 ヲ示 ス.TII, IIIモ 同樣 ナ

リ.P-Qハ0.128秒,Q-Tハ0.362秒 ニ シ テ夫

夫0.0103秒,0.0740秒 ノ延長 ヲ示 ス.温 傷 直 後

ニ於 テハLIIノR, Tハ 正型 増 大 ス.3時 間後 脈 搏

58ニ シ テTII, IIIハ 稍 々増 大 ス.9時 間 後 ハ 脈 搏

117ニ 増 加 セ ル タ メ總 テ ノ棘 高低 下 ス.其 ノ後 約

20時 間 後 迄 ハ著變 ナ ク25時 間 後脈 搏108ニ シ テ

TIハ 負型 トナル31時 間後 ハ 脈 搏209ニ 増 加 シTI

ハ負型,TIIハ2相 曲線 ヲ示 ス,46時 間後 脈 搏18

第14表 實 驗14
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第27圖
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第28圖 Nr. 78

5ニ シ テTIハ 負型,TII, IIIハ2相 性 ヲ示 ス.

PII, III大 ナ リ.47時 間30分 後 脈 搏188ニ シ テ

TI, IIハ 著 明 ナル 負 型 ヲ示 シTIIIハ 大 ナ ル 正型 ヲ

示 ス.P-Qハ0.065秒,Q-Tハ0.159秒 ニ シ テ

夫 々0.0333秒,0.0060秒 ノ短 縮 ヲ見 ル.

剖見.心 臟右室ハ擴張期左室 ハ收縮期停止 ヲ示

ス.冠 動脈搏稍 々擴張 ヲ示 ス.其 ノ他 内外面 ニ肉

眼的所見 ナシ.肺 下葉充血ア リテ溢血 ヲ來 セル部

ア リ.胃 ノ大 サ尋常 ニシテ水樣 液 ヲ滿 シ粘膜充血

ス.十 二指腸粘膜 テモ充血,出 血 ア リ.腹 腔内漿

液増加 ス.副 腎ニ溢血 アリ.腎 臟充血及 ビ血栓 ヲ

有 ス.

實 驗15. Nr. 79 ♂ 6.5kg(第15表,第29-30圖)

5/VI 1937 M-S注 射 麻醉後2時 間ニ シ テ65℃

10秒 温傷 ヲ起 サ シ ム.

經過.温 傷前 呼吸數18,體 温37℃ ナ リ温傷10

分後ハ呼吸數40ト ナ リ體温 ニ變 化 ナシ.3時 間

後呼吸30,體 温35.5℃ ニ低 下 シ更 ニ8時 間後ハ呼

吸14,體 温34.8℃ ニ低下 ス.其 ノ後24時 間迄ハ

呼吸體温増加 シ39時 間後 ハ呼吸14,體 温37.5℃

トナル.59時 間後體温ハ最高 ヲ示 シ39℃ ナ リ.

67時 間後呼吸數30,體 温38.8℃ ナ リ.14時 間後
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頃 ヨリ腸雜音 ヲ聽 キ 流涙著 明ナ リ.50時 間位迄

ハ間歇的 ニ呼吸頻數 トナリ不安状態 ヲ示シ暴 レル

モ其 ノ間ハ安靜 ナ リ.死 亡前水樣胃内容 ヲ嘔吐 シ

下痢便 ヲ出セ リ.

EKG所 見.温 傷 前脈 搏120ニ シテ左 心型 ヲ示

シQI, SII, III大 ナ リ.TIハ 僅 ニ 負型 ヲ示 シTII, III

ハ2相 曲線 ヲ描 ク.P-Qハ0.096秒,Q-Tハ

0.204秒 ニ シテ前 者 ハ0.0075秒 ノ短縮 ヲ示 シ 後 者

ハ0.0090秒 ノ延長 ヲ示 ス.温 傷後10分 ニ於 テQI

消失 シQIII表 ハ ル.TIハ 等 電 位線 上 ニ消 エTII, III

ハ著 明 ナル正 型 ヲ示 ス.8時 間後脈 搏80ニ シ テ

SII, III益 々増 大 ス.其 ノ他 著變 ナ キ モ14時 間後

ハ脈 搏188ヲ 算 シPII, TIII稍 々増 大 セ リ.其 ノ後

時 間 ノ經 過 ト共 ニ脈 搏 ヲ増 加 シ39時 間後 ハ239ヲ

算 シLIIノP, Tハ 著 シ ク大 ナ リ.SI, TIモ 亦著 明

ナル 正型 ヲ示 ス ニ至 ル.48時 間後 ニハ 脈 搏242ヲ

算 シLIノS, Tハ 益 々大 トナ ル.59時 間後 ハ 脈 搏

273ヲ 算 シQハ 何 レモ稍 々消 失 シ死 ニ至 ル迄 表 ハ

レズ.又TIIIハ2相 曲線 ヲ示 スニ至 ル.65時 間

後 ハ 脈 搏 稍 々減 少 シ239ト ナ リRハ 稍 々低 下 シ

TII, IIIハ 正 型 ノ優 レル2相 曲線 ヲ示 ス.67時 間

後 ニハ 脈搏230ト ナ リTハ 何 レモ 再 ビ 正型 トナ

ル.P-Qハ0.060秒,Q-Tハ0.128秒 ニシ テ夫 々

0.0355秒,0.0240秒 ノ短縮 ヲ示 ス.温 傷 前 ニ比 シ

誤 差 ハ何 レモ増 大 セ リ.

剖 見.心 臟 ハ 擴 張 期停 止 ヲ示 ス.冠 状 動 脈 稍 々

怒 張 ス.内 面 ニ肉 眼 的 所見 ナシ.肺 葉 ハ 一 般 ニ水

分 ニ富 ミ充血 ス.胃 擴張 ナク粘膜殊 ニ幽門部充血

シ溢血斑 ア リ.胃 内容ハ粘稠性液 多量 ナ リ.副 腎

及 ビ腎臟 充 血 ス.

第15表 實驗15
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第29圖
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第30圖 Nr. 79

實 驗16. Nr. 80 ♂ 5.2kg(第16表,第31-32圖)

5/VI 1937. M-S注 射 麻 醉後2時 間 ニ シテ65℃

10秒 温 傷.

經 過.温 傷 前呼 吸數13,體 温36℃ ナ リ.温 湯

中 ニ排尿 ス.温 傷 後30分 ニテ呼 吸60,體 温36.8℃

ナ リ.8時 間後迄呼吸數體温共ニ減少 ス.20時 間

後 呼 吸 數24,體 温37.2℃ トナ リ此 頃 ヨ リ非 常 ニ苦

悶 ノ状 ヲ呈 ス.其 ノ後 少 シク體 温 上 昇 ス.44時 間

後 ニハ呼 吸數20ニ 減 ジ タル モ體 温 ハ39.8℃ ニ上

昇 シ不 安状 態 ハ 全 ク去 リ安 靜 トナ ル.其 ノ後30分

ニ シ テ呼 吸増 加 シ50ヲ 算 シ體 温 モ上 昇 シ40℃ ト

ナ リ死 亡 ス.
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EKG所 見.温 傷 前 脈 搏75 QI, SII, III大 ニ シテ

左 心型 ヲ示 シTハ 何 レモ負型 ナ リ.P-Qハ0.10

5秒,Q-Tハ0.212秒 ニ シ テ前 者 ハ0.0046秒,

後 者 ハ0.0200秒 ノ短 縮 ヲ示 セ リ.温 傷 後30分 ニ

テハSII, III, RII, III稍 々小 トナ リTIハ 負型 ナ ル

モTII, IIIハ2相 曲線 ヲ呈 ス.3時 間後 脈 搏70ニ

シテ不 整 脈 ヲ示 シQIハ 消失 シLIIノR, S何 レモ

大 トナ リTハ 何 レモ2相 性 ナ リ.8時 間 後 ニ至 ル

第16表 實 驗16

第31圖
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第32圖 Nr. 80

モ著變 ヲ見 ズ.14時 間後脈 搏83 PII, III大 トナ リ

TIハ 負型 ヲ呈 シTII, IIIハ 負型 優 リ タ ル2相 性 ナ

リ,20時 間 後 ニハ 脈 搏増 加 シ161ヲ 算 シQI表 ハ

レQII, III消 失 セル 外 棘型 ニ變化 ナシ.24時 間後

ハ脈 搏 更 ニ217ト ナ リQII僅 ニ表 ハ レQI, III消

失 ス.Tニ 著 變 ナ シ.33時 間 後脈 搏245ニ シ テ

P, S, T大 ニシ テTノ2相 性 ハ益 々著 明 ナ リ.44

時 間後 脈 搏256ニ 増 シQI, II著 明 ニ 表 ハ レTIノ

負 型 ハ大 トナ リTII, IIIノ 前相 ノ 負 型増 大 ス.死

亡 直 前 ニ於 テハ 脈 搏 更 ニ267ニ 増 加 シQII, III著

明 ニシ テTII, IIIノ2相 性 ハ益 々著 明 ナ リ.P-Q

ハ0.06秒,Q-Tハ0.112秒 ニ シテ夫 々0 .0349秒,

0.0320秒 ノ短 縮 ヲ示 ス.

剖 見.心 臟 ハ擴 張 期 停 止 ヲ示 ス.冠 動脈 稍 々擴

張 セル 他 著變 ナ シ.肺 葉 ハ 一 般 ニ水 分 ニ富 ミ充 血

ス.胃 ノ擴 張 ナク粘 膜 ハ 幽 門 部 ニ於 テ充 血 ヲ示 シ

内容 ハ 黄 色 粘 稠液 ナ リ.腹 腔 内浸 出液 増 加 ス.副

腎,腎 臟 ニ充 血 ヲ見 ル.
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第5章 考按(温傷犬ノ總括的觀察)

第1節 臨牀經過 竝 ニ剖見

第1項 温 傷 部 位,程 度,生 存 時 間 ニ就 テ

體 表面 積 ノ2/3温傷 ヲ93°-95℃ ニ於 テ10-50秒

ニ テ起 サ シ ム ル 時 最長 生存 時 間 ハ14時 間 ニ シテ

最 短 生存 時間 ハ50分 ナ リ.95℃ 20秒 温傷 ニシ テ

14時 間,94℃, 20秒 温 傷 ニテ50分 ニ シ テ死 亡 セ

リ.之 等8頭 ノ内 最 モ輕 度 ナル 温傷 ヲ起 サ シ メタ

ルNr. 54ニ 於 テハ3時 間30分 ノ生 存 時 間 ヲ有 ス.

而 シテ之 等8頭 ノ2/3體表 面 積 温 傷 ニ於 ケ ル生 存 時

間 ノ平 均 ハ5時 間25分 ナ リ.次 ニ1/2體 表 面 積 温

傷 ニ於 ケ ル3例 ヲ見 ル ニ最 長 生 存 時 間 ヲ有 スル ハ

Nr. 75ニ シテ95℃, 10秒 ニ於 テ29時 間,最 短 ハ

90℃, 20秒 ニ於 テ13時 間 ニ シ テ3者 平 均22時 間

ナ リ.

1/3體表 面 積温 傷 ニ於 ケル5例 ヲ見 ル ニ最 長 生 存

時 間 ヲ有 ス ル ハNr. 79ニ シ テ65℃, 10秒 ニ テ63

時 間,最 短 ハNr. 76ニ シ テ83℃, 10秒 ニ テ15時

間 ナ リ.而 シテ5者 平 均39時 間餘 ナ リ.即 チ 生

存 時 間 ハ體 表面 積 ノ増 大 ト共 ニ 減 少 ス.而 シ テ

80℃ 以 上 ノ温 湯 ヲ作 用 セ シ ムル トキハ 犬 ノ表 皮 ハ

其 ノ蛋 白 ヲ凝 固 シ表 皮 ノ伸展 性 ヲ失 フニ至 リ皮 下

組 織 ハ 淡 紅 色 ヲ呈 シ赤 血球 破 壤 サ レ且 皮 下 ニ多量

ノ漿 液 滲 出 ス.80℃ 以 下 ノ温 湯 ニテハ 表 皮 ノ伸 展

性 ハ 失 ハ ル ル モ皮 下 組 織 ハ比 較 的健 常 ニ保 タ レ筋

肉 ハ 全 ク犯 サ レズ.90℃ ヲ越 ユ ル ニ到 レバ 上 記 ノ

如 キ變 化 ノ程度 高度 ニ シ テ加 フル ニ筋 肉 ハ 紫 色 ヲ

帶 ブル ニ至 ル.

第17表

第2項 臨牀經 過

食後2時 間以上 ヲ經 タ ル 健康犬 ニM-S注 射麻

醉後2時 間 ニシテEKGヲ 採 取シ次 デ温湯 中ニ體 表

ノ一 定 部 ヲ浸 スニ例 外 ナ ク喧騒 ヲ極 ム.温 湯 中 ヨ

リ引 キ 出 ス時 ハ 殆 ド身體 ヲ動 カ サ ズ.然 レ ドモ頗

ル頻 數 ノ淺 キ呼 吸 ヲ續 クル ヲ以 テ身 體 ノ動 搖 ヲ來

スモ ノ多 シ.80℃ 以下 ノ温 傷 ニ於 テハ 温 傷 直 後 ト

雖 モ淺 在性 呼 吸 頻數 ヲ來 ス コ トナ ク温 傷 前 ト同樣

ノ呼 吸 ヲ續 クル モ ノア リ.而 シ テ淺 在 性 呼 吸 頻 數

ハ間 歇 的 ニ現 ハ ル ル モ ノ 多 シ.即 チ30分 毎,40

分 毎 ニ5-10分 ノ間 隔 ヲ置 キテ 起 ル モ ノ多 シ.併

シ之 ハ 温 傷 後 短時 間 ノ期 間 ノ ミニ シ テ温 傷 後 時 間

經 過 ト共 ニ間 隔 ヲ増 大 シ來 リ遂 ニ消 失 スル モノ 多

シ.温 傷 直後 或 ハ 温湯 中 ニ於 テ必 ズ排 尿 ス.温 傷

後 時 間 經 過 ト共 ニ流 涎,流 涙 ヲ來 シ又 腸 雜 音 ヲ聽

ク ニ至 ル.2/3體 表 面 積 温 傷 ニ於 テハ 流 涎 流 涙 等 ノ

症 状 ハ 死 亡 前急 ニ著 明 トナ ル傾 向 ヲ示 シ其 ノ程 度

ハ 長 時 間 生存 スル モ ノ ヨ リ輕 度 ナ リ.腸 雜 音 ハ温

傷 後 早 キハ2時 間30分 遲 クモ10時 間 後 ニハ 聽 キ

得 ル ニ至 ル.但 シNr. 79ノ ミハ36時 間 後 ニ 至 リ

テ初 メテ聽 キ タ リ.腸 雜 音 ハ 死 期切 迫 ト共 ニ 著 明

トナル.第18表 ニテ 明 カ ナ ル 如 ク大 體 ニ於 テ 生

存 時 間 長 キ モ ノ程,温 傷後 腸雜 音聽 取 迄 ノ時 間 大

ナ リ.

但 シNr. 54, 57, 60, 63等 ノ比 較 的早 期 ニ 死 亡 セ ル

例 ニ於 テハ 腸 雜 音 ヲ聽 取 セ ザ リキ.死 期 近 ヅク ヤ

嘔 吐,下 痢 等 ヲ來 スモ ノ多 ク下痢 ニハ 出 血 ヲ伴 フ

モ ノ ア リ.又 長 時 間 生存 スル モ ノ ハ最 初 不安 状 態
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第18表

ヲ示シ躁騒 スル モ ノモ温傷後約15-20時 間經過

セバ安靜 トナリ眼 ヲ閉ヂ靜呼吸 ヲ營 ムニ到ルモ死

期迫 ルヤ再ビ輕度 ノ不安状態 ヲ示 シ稍 々安靜 ヲ恢

復 ス レバ突如死亡スルモノ多シ.

次 ニ體温 ニ就 テ述 ブ ル ニ最 重 篤 温傷 即 チ2/3體 表

面 積 温傷8例 ニ於 テハ 温 傷後 早 期 ニ於 テ著 明 ナ ル

體 温 上昇 ヲ認 ム.即 チNr. 57, 59, 60, 61, 62ニ 於 テ

ハ1.7℃-3.1℃ ノ急 激ナ ル 上昇 ヲ見Nr . 54, 58, 63

ニ於 テ ハ極 輕度 ナル上 昇 ヲ見 ル ノ ミナル モ30分

後 既 ニ1.6°-3.7℃ ノ 急 激 ナル上 昇 ヲ認 ム.體 温 ハ

30分 後迄 ニ最 高 トナ リ ソシ ヨ リ漸 次 下 降 ス,但 シ

Nr. 57ニ 於 テ ハ 温 傷直 後40.3℃ ヲ示 シ 直 チ ニ 下

降 ス.温 傷 後50分 乃至5時 間以 内 ニ死 亡 スル モ ノ

ニ於 テハ 體 温 ハ直 線 的 ニ急 激 ナル 下 降 ヲ來 シ異 常

ナル低 温 ニ到 リ死 亡 ス(33.3°-35℃)比 較 的 長 時

間 生存 セ ルNr. 59, 61ニ 於 テ ハ 温 傷後3時 間 位迄

ハ 直線 的急 速 ナ ル體 温 下 降 ヲ示 シ35 .8°-36.3℃ ナ

ル低 温 トナル モ ソ レ以後5-6時 間 迄 ハ 徐 々 ニ僅

ニ下 降 ヲ示 ス.Nr, 59ハ6時 間 後最 低35 .4℃ ト

ナ リ7時 間後 僅 ニ上昇 ヲ示 シ 死 亡前 ハ35.5℃ ナ

リ.Nr. 61ハ5時 間 後最 低36.1℃ トナ リ6時 間 後

ヨリ再 ビ徐 々 ニ上 昇 シ11時 間 後38.5℃ トナ リ死

ニ至 ル迄 高 温 ヲ續 ク.即 チ最 重 篤 温 傷8例 ニ於 テ

ハ 温 傷 後30分 迄 ニ最 高體 温 ヲ示 シ3-6時 間 迄 ハ

急 速 ナル 下 降 ヲ示 シ死 亡前 ハ 異 常 ナ ル 低 温 ト ナ

ル.6時 間 以 内 ニ死 亡 セザ ル 例 ニ於 テ ハ5-6時 間

後 ニ最 低 體 温 ヲ示 スモ コ レハ 異 常 ナル低 温 ニ非 ズ

シ テ其 ノ後再 ビ徐 々 ニ上 昇 ヲ示 シ テ死 ニ至 ル.但

シNr. 57ノ ミハ 異 常 ナル體 温 ヲ示 ス 以 前 ニ 於 テ

死 亡 セ リ.

次 ニ1/2體表面積温傷 ノ3例 ニ就 テ見 ルニNr. 73,

74ノ2例 ニ於 テハ 温傷直後輕度 ノ體 温上昇 ヲ見

30分-1時 間後迄上昇 シソレヨリ漸次下降 シ4時

間後最低體温 ヲ示 シ(34.4℃, 34.6℃) Nr. 73ハ8時

間後迄,Nr. 74ハ12時 間後迄 徐 々ニ 上昇 ヲ示 シ

其ノ後再 ビ徐 々ニ下降シテ死 ニ至ル.Nr. 75ニ 於

テハ 温傷直後體温 ニ變化 ナク1時 間後ハ33℃ ナ

ル異常下降 ヲ示 スモ29時 間後死 ニ至ル迄 徐 々ニ

上昇 セ リ.死 亡前ハ39℃ ナル高温 ヲ示 セ リ.即チ

1/2體表面積温傷 ニ於 テハ温傷後短時間内 ニ體 温上

昇 シタル後 下降 シ再 ビ上昇 シ再度下降 スルモ ノ ト

温傷後短時間内ニ異常體温低 下 ヲ示 シタル後 死 ニ

至 ル迄 漸 次 上 昇 スル モ ノ トア リ.

次 ニ1/3體 表 面 積 温 傷5例 ニ於 テ體 温經 過 ヲ見 ル

ニ温傷 直 後 ハ 輕 度 ナル 上 昇 ヲ示 シ(0.5°-1.8℃)

1-7時 間後 ニハ1°-3.5℃ ノ著 明 ナ ル下 降 ヲ 示 シ

以 後大 體 ニ於 テ徐 々上 昇 ヲ來 シ長 期 生 存 ス ル モ ノ

ニテハ 僅 ニ下 降 ヲ來 ス コ トア ル モ死 期 迫 ル ト共 ニ

體 温 上昇 シ 死 亡 前 ニハ38.8°-40℃ ノ 高 温 ヲ示

ス.但 シNr. 79ニ 於 テハ 温 傷 直 後 體 温 不 變 ニ シ テ

7時 間 後 最 低 體 温 ヲ示 シ 以後67時 間後 死 ニ 至 ル

迄 上 昇 ス.又Nr. 77ハ15時 間 後 死 亡 セル モ9時

間 以後 ノ體 温 ハ測 定 セ ザ リシ ヲ以 テ死 亡 前 ノ體 温

ハ 不 明 ナル モ 恐 ラク高 温 ヲ示 シ タ ル モ ノ ナ ル ベ

シ.コ ノ5例 ニ於 テ 最低 體 温 ハ36℃, 33.5℃, 34.1℃,

34.8℃, 34.5℃ ナ リ.Nr. 78ニ 於 テ ハ19時 間 ヨ リ

25時 間 ニ至 ル 迄 輕 度 ノ 下 降 ヲ,Nr. 80ニ テ ハ24

時 間 ヨ リ33時 間 ニ至 ル迄 輕 度 ノ 下降 ヲ呈 セ ル モ
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再 ビ徐 々ニ上昇セ リ.死 期迫ル ト共 ニ體温上昇 ヲ

示シ死 ニ至ル迄體 温降下 ヲ來 サザルハヲ1/3體表面積

温傷 ニ特有 ナリ ト認 メラル.次 ニ呼吸 ニ就 テ論 ゼ

ンニ 最重篤2/3體表面積 温傷8例 ニ於 テハ温傷前1

分時20以 下 ナルモ温傷 直後急激 ニ増 加シ70(Nr.

62)-210(Nr. 63)ノ 頻數 ヲ示 シ呼吸 ハ 自然表在性

トナ ル.Nr. 54, 57, 60, 63ノ4例 ニ 於 ケル 如 ク 短

時 間 内 ニ死 亡 スル 例 ニ テ ハ 温 傷 直後 或 ハ30分 後

迄 ニ最 頻 數 ヲ示 シ タル後 急 激 ニ減 少 シ テ死 亡 ス.

死亡 前 呼 吸 數 ハ略 ボ 温傷 前 ト同 樣 ナル モ著 シ ク表

在性 ナ リ.Nr. 58, 59, 61, 62ノ 如 ク 稍 々 長 時間 生

存 スル モ ノ ニテ ハ2-4時 間 後 呼吸 數 ハ 最 小 トナ

リ 以後 著 變 ナ シ.Nr. 61ニ 於 テ ハ9-11時 間 後

稍 々急 激 ニ呼 吸數 ノ増 加 ヲ示 シ死亡 前 稍 々減 少 セ

リ.而 シ テ呼吸 曲線 ト體 温 曲線 トハ 平 行 シ テ上 下

ス.

次 ニ1/2體表 面積温傷3例 ニ於 テハ温傷直後Nr.

73ハ 變 化 ナ クNr. 74, 75ハ 呼 吸數 稍 々増 加 シ其 ノ

後Nr. 73ハ4時 間 後 迄 著 變 ナ ク ソ レ以 後 次 第 ニ

増加 シ,Nr. 74, 75ハ1時 間 後 輕度 ノ 減 少 ヲ見 其

ノ後20-40内 外 ヲ示 シ ツ ツNr. 74ハ 漸 次減 少 ヲ

辿 リNr. 75ハ 漸次増加 シ死亡 ス.死 亡前呼吸數 ノ

温傷直後 ヨリ増加 スルモノ2例 減少 スルモノ1例

ナ リ.次 ニ1/3體表面積温傷5例 ニ就 キ觀察 スル ニ

温傷 直 後 比 較 的呼 吸 頻 數 ナル モ ノハNr. 79, 80ニ

シ テ他 ハ 僅 ニ増 加 スル ノ ミ.Nr. 78ハ3時 間後

100ナ ル 頻 數 トナ ル.温 傷 直後 呼 吸頻 數 ナ ル モ ノハ

其 ノ後 急激 ニ減 少 シ直 後 呼吸 數 餘 リ増 加 セザ ル モ

ノハ 其 ノ後 僅 ニ減 少 シ タル後 再 ビ増 加 ス.Nr. 77

ハ死 ニ至 ル迄 著 明 ナ ル變 化 ヲ見 ズ.Nr. 78ハ20

ニ減 少 シNr. 79ハ 稍 々増 加 シ30ト ナ リ死 亡 ス.體

温 ト呼 吸數 トハ必 ズ シモ平 行 セ ズ.

次 ニ脈 搏 ニ就 キ考 察 セ ン.2/3體 表 温 傷 ニ於 テハ

8例 中6例(Rr. 54, 57, 58, 60, 62, 63)ハ 温 傷 直後 急

激 ナル 上昇 ヲ示 ス.2例(Nr. 59, 61)ニ 於 テハ 減 少

或 ハ 著變 ナ シ.其 ノ後 時 間經 過 ト共 ニ脈 搏 數 ヲ増

加 スル モ ノ(Nr. 54, 57, 58)或 ハ 減 少 スルモ イ(Nr.

59, 60, 61, 62, 63)ア リ.而 シ テ減 少 スル モ ノ モ1-

3時 間 ニシ テ 最 モ減 少 シ,死 亡 スル モ ノ(Nr. 58,

60)或 ハ再 ビ 増加 シ テ死 ニ至 ル モ ノ(Nr. 59, 61,

63)ア リ.Nr. 54ハ 温 傷 後30分 ニ シ テ頻 數 トナ リ

234ヲ 算 シ3時 間後 迄 ハ 著變 ナ キ モ 以後 急 激 ニ減

少 ス.而 シ テ總 テ ノ例 ニ於 テ 死亡 前 ハ150-260ノ

頻 數 ヲ示 シ死 戰 期 ニ入 リ突 如 ト シ テ 急 激 ニ 減 少

ス.次 ニ1/2體表 温 傷3例 ニ就 テ見 ル ニNr. 73ニ 於

テハ 温 傷後2時 間 迄,Nr. 74ニ 於 テハ4時 間 迄,

Nr. 75ニ チハ1時 間迄 脈搏 數 ハ 減少 ス.其 ノ後

Nr. 73ハ 漸次増加 シ13時 間後186ヲ 示 シ テ 後急

激 ニ減少 シテ死亡 シ,Nr. 74, 75ニ テハ急激 ニ増加

シ前者ハ12時 間後.後 者ハ15時 間後最モ頻數 ト

ナリ以後ハ稍 々減少 スルモ依然頻數 ヲ示 ス.即 チ

1/2體表温傷 ニ於 テハ温傷 直後急激 ナル脈搏頻數 ヲ

來 スコ トナク 却テ減少 シ1-4時 間後最 モ 減少 シ

再 ビ増加 シ死亡前ハ何 レモ頻數 ヲ示 ス.而 ジテ温

傷後脈搏減少 スル ハ温傷效果 ノ速 カニ現ハ レザ ル

爲 ニシテ即チ温傷前施 シタルM-S注 射 ノ影響 ガ

温傷後 モ繼續 スル ニ依 ルナルベシ.1/3體 表温傷 ニ

テモ1/2體表温傷 ニ類似 ス.即 チ温傷初期 ニ於 テハ

脈 搏減少 シ約3時 間後 ヨリハ急 激ニ脈搏 ヲ増 加シ

死亡前 ハ170-270位 ノ 頻數 ヲ 示 ス.Nr. 78ヲ 除

ク4例 ニ於 テハ温傷3時 間後 ヨリ死 亡前迄益 々増

加 スル ノ ミナルモNr. 78ハ3時 間後 ヨリ 波形 ヲ描

キテ増 加 シ31時 間後最頻數208ヲ 算 シ 以後 稍 々

減少 ス.脈 搏 及 ビ體温ハ略 ボ平行 スルモ呼吸數 ト

脈 搏 トハ必ズシモ平行 セズ.2/3體 表温傷 ニテハ温

傷 ニ依 リテ生 ジタル中毒物質量 ノ多量 ニシテ速 力

ニ其 ノ效 力 ヲ現ハ スタ メ1/2又ハ1/3温傷 ニ於 ケル ヨ

リモ遙 ニ早 期 ニ於 テ脈搏頻數 ヲ來 スモ ノ ナ ル ベ

シ.何 レノ例 ニ於 テモ後期脈搏 頻數 ヲ來セル時ハ

安靜 トナリ眼 ヲ閉ヂ意識朦朧状態 ニアル モ ノノ如

シ.

第3項 温傷死亡直後 ノ剖 見

心臟 停止状態 ヲ見ルニ最重篤2/3體表面積 温傷 ニ

於 テハ收縮期,擴 張期停止何 レモ4例 宛 ニシテ1/2
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體表温傷 ニテハ中等大即チ右室ハ擴張期左室ハ收

縮期停止 ヲナスモノ1例,擴 張期停止1例,收 縮

期停止1例 ナ リ.次 ニ1/3體表温傷 ニ於 テ ハ中等 大

ノ モ ノ3例,擴 張 期停 止2例 ナ リ.全 體 トシテ之

ヲ觀 察 ス レバ .

收縮 期停 止 5例 31.2%

擴 張 期 〃 7例 43.8%

中 等 大 〃 4例 25%

中等 大 停 止 ノ モ ノハラ1/2-1/3體表 温 傷 ニ認 メラル ル

ノ ミニ シテ2/3體 表 温傷 ニ テハ認 メズ.停 止状 態 ト

「フ イ ラ リヤ」ノ存 在 トノ關 係ハ 無 キ モ ノ ノ如 シ.

次 ニ心 嚢 所見 トシチハ 概 シ テ病 的變 化 ヲ認 メザ

レ ド心 嚢 漿液 ハ 減 少 スル モ ノア リ.(Nr. 54, 59, 60,

63)ニ 冠 状 動 脈 ハ 大 多 數 ニ於 テ擴 張 セ ル ヲ見18例

中著 變 ナ キハ6例(37.5%)ノ ミナ リ.(Nr. 61ニ 於

テ最 モ著 明 ナル怒 張 ヲ認 メ タ リ.2/3體 表 温 傷 ニ於

テハ 冠 状 動 脈 ニ異 常 ナ キ モ ノ多 ク(5例),1/3體 表 温

傷 ニ於 テハ 總 テ ノ例 ニ於 テ擴 張 ヲ認 メタ リ.心 臟

内面 ニ於 テ血 栓 ヲ有 スル モ ノハ16例 中4例(25%)

ノ ミニ シ テ病 的 所 見 ヲ呈 スル モ ノ ヲ發 見セ ズ.右

心 房 又 ハ心 室 中 ニ 「フ イ ラ リヤ」 ヲ有 スル モ ノ7

例 存 ス.胸 腔 所 見 ニ於 テ肋 膜 ニ病 的所 見 ヲ有 スル

モ ノナ シ.然 ル ニ肺葉 ニ於 テ ハ總 テ充 血 ヲ呈 シ水

分 ニ富 メル モ ノ多 ク淡 紅 色 調 ヲ帯 ブ.殊 ニ 著 明 ナ

第19表 温傷死直後剖見一覧表
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ル所 見 ハ 兩 下葉 ニ現 ハ ル ル コ ト多 シ.下 葉 ニ肺 水

腫 状 態 ヲ示 セ ル モ ノハNr. 58, 62, 74, 77ノ4例(25

%)ニ シ テ一般 ニ1/3體 表 温傷 ニ テ 生 存 時 間 ノ長 キ

モ ノハ 全肺 葉 ニ亙 リテ水分 ノ増 加 スル 傾 向 ア リ.

腹 部所 見 ニ就 テ述 ベ ンニ2/3體表 温 傷 ニ テハNr.

61ヲ 除 ク他總 テ ノ 例 ニ於 テ腹 壁 ノ膨 隆 セ ル ヲ認

ム.1/2體 表 温 傷 ニテ ハNr. 73ノ1例 ノ ミハ腹 壁 膨

隆 著 明 ナ ル モ他 ノ2例 ニ於 テハ 平 坦 ナ リ.而 シ テ

1/3體表 温 傷 ニ於 テハ 總 テ ノ例 ニテ腹 壁 膨 隆 ヲ認 メ

ズ.即 チ 温傷 後 早 期 ニ死 亡 スル モ ノハ 腹 壁膨 隆 ス

ル 傾 向 ヲ有 ス,而 シ テ腹壁 膨隆 ハ 主 トシ テ胃擴 張

ニ關 係 スル モ ノ ニ シ テ膨 隆著 明 ナル モ ノハ必 ズ 胃

擴 張 ヲ伴 ヒ主 トシ テ瓦斯 ヲ以 テ充 満 セ ラル.全 體

トシテ觀 察 ス レバ 腹 壁膨 隆 ヲ示 セ ルモ ノ8例(50

%)平 坦 ナ ル モ ノ8例(50%)ナ リ.而 シテ 胃擴 張

ナキモノ ハ5例 ニシテ何 ルモ1/3-1/2體表 温傷 ニ見

ル.胃 粘膜殊 ニ幽門部粘膜 ニハ何 レモ充血 ヲ認 ム.

大彎 部 ニハ充血 ヲ認 メザルモ ノ多 シ.十 二指腸部

粘膜 ニモ充血 ヲ認 ムル ヲ常 トス.幽 門部 ニ溢血 ヲ

來 シ胃内容 ニ血液樣液 ヲ混 ズル モノア リ(Nr. 63,

74, 79),胃 潰瘍又ハ十 二指腸潰瘍 ヲ作ルモノナシ.

胃内容ハ擴張著明ナルモノハ主 トシテ瓦斯 ニシテ

之 ニ少量 ハ胃液,十 二指腸液 ヲ混 ズ.比 較的長時

間生存 セル1/3-1/2體表温傷 ニ於 テハ胃内容 ニ水樣

液 ヲ増加 スル傾向強 ク該液ハ強酸 性ヲ呈 スルヲ認

ム.腹 腔内滲出液 ハ増加 スル傾 向 ヲ有 ス.腹 腔内

漿液 ノ尋常 ナルハ僅ニ5例(31.2%)ニ 過 ギズ.

Nr. 78, 79ノ1/3體 表温 傷 ニ テハ 特 ニ増 加 セル ヲ認

ム.浸 出 液 ハ水 樣 ニ シ テ混 濁着 色等 ヲ示 ス モ ノ ナ

シ.

其 ノ他 腹腔 内諸 臟 器所 見 ヲ檢 スル ニ温 傷 ノ廣 範

圍 ナル 例 ニ於 テハ 直 腸 ニ瓦 斯 蓄積 セ ラル ル モ ノ多

シ.一 般 ニ小 腸 粘 膜 モ充 血 スル モ ノ多 シ.Nr, 60,

G2ノ2例 ニ於 テ ハ 肝 臟 著 明 ニ大 ト ナ リ浮 腫 性 ヲ

示 セ リ.腎 臟 ヲ檢 スル ニ殆 ド所 見 ナ シ ト思 ハ ル ル

モ ノハNr. 63ノ ミニシ テ他 ハ總 テ充 血,溢 血,血

栓 等 ノ變 化 ヲ示 ス.即 チNr. 74, 78ノ2例 ニ於 テ

ハ實質部 ニ血栓 ヲ認 ム.而 シテ温傷程度 ト所見 ト

ノ關 係 ハ 密 ナラザ ル如 シ.副 腎 ニ 所 見 ナキ モ ノ4

例(25%)ニ シテNr. 54, 57, 63ナ リ.他 ノ12例(75

%)ハ 總 テ充血又ハ充溢血 ヲ示 ス.(第19表 參照)

第3節 EKGノ 變化

第1項 P波 ニ就 テ

温傷 トP波 トノ關係 ニ就 キ統計的 ニ觀察 セン ト

ス.温 傷前 ト温傷直後 トノP波 棘 高 ヲ比較 スル ニ

第20表 ノ如 シ.即 チPハ 温傷直後 ニハ著變 ナキ

第20表

モ ノ最 多 數 ヲ占 メ増 大 スル モ ノ最 モ 少 シ.PIノ

増 大 スル モ ノ ナ タPIIハ1例PIIIハ3例 ノ ミ増 大

ス.低 下 スル モ ノハ比 較 的 多 シ.次 ニ温傷 後經 過

ヲ見 ルニ 第22表 ノ如 シNr. 61ニ 於 テ ハPIハ1時

間 後 ヨ リ増 大 シ8時 間 後 少 シク低 下 セ ル モ13時

間後 再 ビ増 大 セ リ.又LIIIニ 於 テ温傷20分 後 ヨ

リ時 々P波 ノ2相 性 又 ハ 時 ニ陰 性 ヲ示 ス コ ト ア

リ.前 相 ハ陽 性 ニ シ テ後 相 ハ 陰 性 ナ リ.コ レハ

LIIIノ ミニ現 ハ ル ル ヲ以 テ特 ニ病 的 所 見 ト見 做 ス

ヲ得 ズ.組 織 學 的 ニ モ心 房 ニ特 種 ノ變 化 ヲ證 明 セ

ザ リキ.8時 間後 ヨ リ全 ク消 失 セ リ.又Nr. 76ニ

於 テ ハ7時 間 後LIIIニ テPノ 陰 性 出現 スル コ ト

ア リ.LIIニ テ ハPハ 等 電 位 線 上 ニ消 ユル コ ト ア

リ.第22表 ニ於 テ 明 カ ナ ル如 クPIハ 温 傷 後 經 過

ニ於 テ著 變 ナ キモ ノ最 モ 多 クPIIハ 次 第 ニ増 大 ス

ル モ ノ最 モ 多 クPIIIハ 最 初 著 變 ナ キ カ又 ハ 低 下 ス
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ル モ後 増 大 セル モ ノ最 多 數 ナ リ,即 チPII,IIIハ

後 期 ニ至 レバ次 第 ニ増 大 スル モ ノ最 多數 ナ リ.P

波 ノ變化ハT波 ノ絶對値 ノ變化 ト平行 スル コ ト多

シ.

温傷直後 ニ於 テハ犬ハ高度 ハ不安状態 ヲ呈 シ筋

運動 モ激烈 ナル故温傷直後誘導 ニ於テハ屡 々筋 肉

運動ノ干渉 ヲ來 シ不 規則ナル振動 ヲ來 ス コ ト多

シ.殊 ニ最 重篤温傷 ニテ然 リ トス.筋 運動 ノ干渉

ノタメ或ハ心室性期外收縮 ノ影響 ヲ受 ケテP波 ノ

出 現解 消 スル コ トア リ.(Nr. 54)心 房 「フ リ ン メ

ル ン」又ハ 「フ ラ ツテル ン」ヲ呈 セル例 ヲ經 驗 セ ズ.

又P波 ノ病 的時間的延長 ヲ認 メズ.其 ノ他特種 ナ

ル棘 型 ノ變 化 ヲ示 ス コ トナシ.

温傷經過 トP波 トノ關係 ヲ表示 スレバ第21表

ノ如 シ.

第21表

第2項 QRS波 ニ就 テ

QI及 ビSIII大 ナル モ ノ ヲ左 偏 向型 又 ハ 左 心型

トシQIII, SIノ 大 ナル モ ノ ヲ右 偏 向 型又 ハ右 心 型

トシ其 ノ何 レ トモ判 定 シ難 キ モ ノ ヲ中 間型 トシ.

全實驗動物 ニ就 キ統計的觀 察 ヲ試ル ニ次表 ノ如 シ

(第22表).

第22表 EKG左 右偏向分類表

温傷前 即チM-S注 射麻醉後2時 間 ニ於 テ ハ左

偏 向型13例81.2%ニ シテ,右 偏 向型 ハ2例12.5%

ニシテ温傷後ハ右偏向型2例(12.5%)ニ シテ大部

分 ハ左 偏 向型 ノ儘 止 ル.Nr. 61, 63ハ 温 傷 前 右 偏

向型 ナ ル モ温 傷 後 ハ左 偏 向型 トナ リ.Nr. 76ハ 温

傷前中間型 ニシテ温傷後右偏 向型 トナ リ死 亡前左

偏 向型 トナル.Nr. 77ハ 温傷 前 左 偏 向型 ナル モ温

傷 後 ハ 右 偏 向 型 ヲ示 ス.死 亡 前 ハNr. 75ノ ミ右 心

型 ヲ呈 シ他ハ全部左偏向型 ヲ示 ス.温 傷後右偏向

型 ヲ示 スハ總 テ温傷 ノ此較的軽度 ナルモノニシテ

最 重篤温傷 ニテハ總 テ左 偏向型 ヲ呈 ス.重 篤温傷

ニ於 テハ屡 々急性擴張 ヲ來 スタメ横隔膜擧上 ヲ來

シタ メニ心臟電 氣軸 ノ變 化 ヲ來 スベキハ想像 ニ難

カラズ.而 シテ電氣軸 ノ廻轉方 向ハ時計 ノ指針 ト

逆方向 ニシテ左室優勢 トナル方 向ナ リ.高 度 ノ胃

擴 張 ヲ伴 ヘルNr. 54, 59, 60, 63, 73等 ニ於 テ ハ何 レ

モ左 偏 向 型 ヲ示 シ右 偏 向 ヲ示 スモ ノナ シ.

温傷直後 ニ於 テハ棘 高,棘 幅共 ニ大ナル陰 性棘

ノ出 現 ヲ認 ムル モ ノ ア リ.(Nr. 54)特 ニ重 篤 温傷

ニ於 テ著 明 ナ リ.其 ノ棘 高 ハR波 ヲ凌 駕 スル モ ノ

ア リ 又R波 ヨ リ小 ナ ル モ ノ ア リ テ一 定 ナ ラズ .該

棘 幅ハQRS間 ヨ リ大 ナ リ.カ カル 大 陰 性 棘 ハ 律

動 的 ニ來 リR-R間 ニ1-3箇 存 ス.該 棘 ハ 温 傷

後 數分 ニ シテ 消失 ス.全 ク消 失 スル ニ至 ル迄 ニハ

時 々律 動的ニ惹 起セ ラレ棘 高減少 シ消失 スルモノ

ナ リ.最 重篤 温傷後 ニ於 テハ苦悶 ノ爲 メ筋 肉運動
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著 明 ナル タ メ何 レノ例 ニ於 テ モ 明瞭 ナ ラ ザ ル モ

Nr. 54ニ 於 テ ハ典 型 的 ニ表 ハ ル.カ カル 棘 ノ本 態

ハ 急 激 ナル重 篤 温 傷 ニ依 リ高温 トナ リタル血 液 ノ

心 臟 灌 流 ニ依 リ刺 戟 傳 導 系 ノ障 碍 ヲ來 スタ メ一 種

ノ期 外收 縮 ナ リ ト思 考 ス.Nr. 57ニ 於 テハ温 傷 直

後 結 飾 性 期 外收 縮 又 ハ 右 室性 期 外 收縮 ヲ認 メ30分

後 脈 搏頻 數 トナ ル(235)ニ 及 ビ消 失 セ リ.又Nr.

54ニ 於 テ ハ 温 傷 後1時 間 ニ シ テ 左 心性 期外 收 縮

ノ表 ハ ルル ヲ見 ル.Nr.76ニ テハ9時 間後 ヨ リ右

室 性 期外 收 縮 ヲ示 ス.QRS間 ノ病 的延 長 ヲ示 ス

モ ノナ シ.

第3項 ST線 ニ就 テ

ST線 ノ異 常變 形 ニ就 テハWenkebach, Smith

等 ヲ始 メ トシ多數 ノ研究者 ニ依 テ實驗的或ハ臨牀

的ニ研究 セラレ冠状動脈血流障 碍乃至心筋障碍 ヲ

示 スモノナリ トノ結論ハ一 般 ニ容認 サル ル所 ナ

リ.此 方 面 ノ研究ハ尚 ホ多數 ノ學者 ニ依 リ鋭 意行

ハ レツツア リ.當 教室先 輩平井出氏ハ實驗 的急性

腹膜炎 ノ心臟 ニ及ボ ス影響 ヲEKGニ 依 リ檢 索セ

シ結果心臟衰弱 トST線 ノ下降不整 トハ其 ノ關係

密 ナル ヲ示 サ レタ リ.余 ハ〓 ニ實驗的絶對飢餓 ノ

EKGニ 於 テST線 ハ飢餓經過 ト共 ニ下降 ノ増大

スル ヲ認 メ同時 ニST線 ノ振動 ニ注 目シ タ リ.

ST線 ノ異常經過變 形ニ關 シテハ 種 々ノ觀察行ハ

ル.今 其 ノ種類 ヲ列擧 スルニ次 ノ如シ.

1) 陰 性.ST線 ハ直 線 ナル モ零 線 ヨ リ下 降 セ

ル モ ノ.Sハ 等 電 位 線 迄復 歸 シ下 降 シ テTニ 移 行

スル モ ノ,Sハ 等電 位線 迄 復 歸 セ ズ シテ 上 昇 性 ト

ナ リTニ 移 行 スル モ ン即 チWenkelbachノinf-

lie ?? ender Bogenヲ 示 スモ ノ等 ヲ含 ム.

2) Smith氏 ノCoronaryformヲ 呈 スル モ ノ.

3) 下 降 ニ振 動 ヲ伴 フモ ノ.

温傷 動物16例 ニ就 キLIIニ 於 テ 統 計 的 ニ觀 察

スル ニ温 傷 前 ニ於 テ陰性 ナ ル モ ノ9例(56 .3%)ニ

し
シ テ等 電 位 線 上 ニ アル モ ノ6例(37.5%)ナ リ.

Nr. 79ハST線 ハ 陽 性 ヲ示 セ リ.陰 性 ナル モ ノ 多

數 ヲ占 ムル ハ 麻醉 剤Morphin-scopolaminノ 注

射 ノ影響 ニ依ルモノ ナルベ シ.而 シテ温傷直後或

ハ10分 後 ニ於 テハ既 ニ陰性 トナルモノ著 シ ク増

加 シ13例(81.2%)ヲ 示 シ温 傷 前 ヨ リ陰 性 ナ ル モ

其 ノ程 度 ヲ増 加 スルヲ 認 ム.等 電 位 線 上 ニ アル モ

ノハ 温 傷前6例(37.5%)ナ ル モ温 傷 直後 或 ハ10

分後 ニ於 テハ3例(18.8%)ニ 過 ギ ズ.死 戰 期前 及

ビ死 亡1時 間前 ニ於 テハ 陰 性 ナル モ ノ14例(87.5

%)ヲ 占 メ等 電位 線 上 ニア ル モ ノハ僅 カ ニNr. 58

ノ1例(6.3%)ノ ミナ リ.(第23表 參 照)

第23表 LIIニ 於 ケルST線

次 ニLIニ 於 テST線 ノ異 常 ヲ觀 察 スル ニ 温 傷 前

零 線(等 電 位 線)上 ニ ア ル モ ノ ハ12例(75%)ニ シ

テ温 傷 直後 乃 至10分 後 ニ ハ11例(68.8%)末 期

ニ於 テハ 僅 ニ4例(25%)ナ リ.温 傷前 陰 性 ナ ル

モ ノ3例(18.7%).温 傷 直 後 乃 至10分 後 ニ モ3

例(18.7%)ナ ル モ末 期 ニ 於 テ ハ8例(50%)ノ 多

數 ヲ占 ム.温 傷 前 陽 性 又 ハKoronarformヲ 示 ス

ハNr. 78ノ1例(6.3%)ナ ル モ 直後 乃 至10分 後

ニハ2例(12.5%)ニ シ テ末 期 ニ到 レバ4例(25%)

ナ リ(第24表 參 照).

第24表 LIニ 於ケルST線

76



 
電氣 心働 圖 ヨリ見 タル温傷ノ心臟 ニ及ボ ス影響(實 驗的研究)(第2編) 2085

Nt. 57ハ 温 傷後30分 ニ於 テ典 型 的Coronal型 ヲ

呈 シ解 剖 所見 ニ於 テ冠状 動脈 血栓 ヲ證 明 セ リ.其

ノ他Coronar型 ヲ呈 セルNr. 54ニ 於 テハ 冠 動脈

ニ著變 ヲ見 ズ.又Nr. 74, 78ハ 冠 動脈 稍 々擴 張 セ

ル ヲ見 ル ノ ミナ リ.

ST線 下降程度ハ 温傷後時 間經過 ト共 ニ種 々ノ

變 化 ヲ呈 スル モ ノ ニシテ主 トシテLIIニ 於 テ.1)

温傷後下降 ヲ來 スモ時間經過 ト共 ニ下降ハ漸次輕

度 トナ リ.零 線 ニ近 ヅ クカ又 ハ零 線 ニ一致 スル モ

ノ或 ハ 更 ニ陽 性 ヲ呈 スル ニ至 ル モ ノ.2)温 傷 後

下降次第ニ著明 トナルモノ.3)下 降程度 ニ著變

ナ キ モノ.3種 ニ分 チテ觀 察 スル ニ(1)ニ 屬 スル

モ ノハ7例(43.7%)ナ リ.即 チNr. 54ニ 於 テハ

温傷後20分 ニシテ既 ニ著明 ナル下降 ヲ示 シ1時

間半 ニ至ル モ著變 ナキモ2時 間後 ニ至 レバ零線 ユ

近ヅキ3時 間後ニハ陽性 トナル(3時 間半後死戰

期 ニ入 レバ 再 ビ 下 降 ヲ 來 ス)Nr. 58ハ 温 傷 後10

分迄 ハ 下降 ヲ呈 セ ル モ以後 ハ 零 線 ニ復 歸 ス.Nr.

59ハ 温傷後6時 間40分 迄ハSノ 増大 ト共 ニST

線下降 ヲ見振動 ヲ示 シV字 型 ヲ呈 シTノ 起始不

明ニシテSノ 上昇脚 ヨ リ直 チ ニ陽性 ノTニ 移行

セル モ7時 間後 ニ至リ 下 降ハ 輕 度 トナ リ.且Tノ

起 始 ヲ明瞭 ニ認 メ得 ル ニ至 ル.7時 間40分 後 ニ至

レバ益 々ST線 ノ上昇 ヲ來 シ零線 ニ近 ヅ ク ヲ見

ル.而 シテ7時 間50分 後 ニハSハ 零 線 ヲ超 エ テ

陽性 ノ1點 迄復歸 シタル後2相 性(前相 ハ陰性)ナ

ルTニ 移 行 スル ニ至 リTノ 起 始 ハ 再 ビ不 明 ト ナ

レ リ.而 シ テ コ ノ状 態 ハ死 戰 期 ニ至 ル 迄 繼 續 セ リ.

Nr. 60ハ 温 傷 直 後 ヨ リ下 降 シ1時 間40分 迄 漸 次

其 ノ程 度 増 大 シ振 動 ヲ呈 スル モ,ソ レ ヨ リ次 第 ニ

零線 ニ近 ヅキ2時 間20分 後ハ殆 ド零線 ト一致 ス.

其 ノ後 ハ 再 ビNr. 59ノ 如 キ變 化 ヲ示 ス.Nr. 62ハ

30分 後迄 ハ下降著明 トナリ振 動 ヲ呈 スル モ其 ノ

後 次 第 ニ零 線 ニ近 ヅ キNr. 59. 60ト 同 樣 ノ變 化 ヲ

示 ス.即 チSハ 零 線 ヲ越 エ テ陽 性 ノ1點 迄 復 歸 シ

タル後2相 性(前 相ハ陰性)ナ ルTニ 移行 シ振 動

ヲ呈 ス.Nr. 78ハ19時 間 後 迄 ハ 下降 ハ 益 々 著 明

トナ リ振動 ヲ呈 スルモ其 ノ後次第 ニ零線 ニ近 ヅキ

死 戰期前 ニハ殆 ド零線 ニ一致 シ振動 ハ 消失 ス.

Nr. 79ハ33時 間後 迄 ハ 下 降 漸 次 著 明 トナ ル モ 其

ノ後零線 ニ近 ヅキ39時 間後 ニハ殆 ド零線 ニ一致

ス.末 期 ニ至 リ再 ビ輕度 ノ下 降 ヲ見 ル.次 ニ(2)

ニ屬 スル モ ノハ8例(50%)ナ リ.即 チNr. 63ニ 於

テハ温傷直後 ヨ リ下降ア リ2時 間30分 迄ハ時間經

過 ト共 ニ著明 トナ リ振 動 ヲ見 ル(末 期 ニ到 リテ振

動 消 失 シ少 シク零 線 ニ近 ヅ ク)NT. 73ハ 下 降 次 第

ニ著 明 トナ リ8時 間 以後 ハ 著 變 ナ シ.Nr. 57, 74,

75, 76, 77, 80ハ 何 レモ温 傷 後 時 間 經 過 ト共 ニ 下 降

漸 次 著 明 トナル.次 ニ(3)ニ 屬 スル モ ノハNr. 61

ノ1例(6.3%)ノ ミ ナ リ.

温傷直後 ニ於 ケル下降ハ温傷前 注射 セ ルMor-

phin-Scopolaminノ 影 響 ヲモ 考慮 セ ザ ル ベ カ ラ

ズ.特 ニP-P間 ノ温 傷 前 ヨリ モ延 長 セル 場 合 ニ於

テ然 リ.ST線 下降 ニ振動 ヲ伴 フ例ハ12例(75%)

ノ多 キニ及 ビ振動 ヲ伴ハザル モ ノ ハ4例(25%)

ニ過 ギズ.而 シテST線 下降 ニ振 動 ヲ伴 フ場 合ハ

ST線 ノV字 型 ヲ呈 スル 際 ニ多 ク表 ハ ル モ ノ ナ

リ.例 ヘ バNr. 57, 59, 60, 63, 74, 75, 76, 77, 78,

79ノ 如 シ.又 振 動 ハP-P間 大 ナ ル時 著 明 ニ シ テ

末 期 ニ至 リP-P小 トナル ニ從 ヒ振 動 ハ 經 度 トナ

リ 消 失 ス ル モ ノ 多 シ.例 ヘ バNr. 57, 59, 61, 63
, 75,

77, 78, 80ノ 如 シ.余 ハ 實 驗 的 絶 對 飢 餓 ノEKG

ニ於 テST線 ノ 下 降 及 ビ振 動 ヲ特 異 ナル 變化

トシテ注 目 シ タ リ,而 シ テ コ ノ變 化 ハ 飢 餓 日數 ト
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共 ニ著 明 トナル ヲ見 タ リ.而 シ テ温 傷 ニ於 テ モ下

降振 動 ヲ來 スモ ノ多 キモ 温傷 時 間 經 過 ト共 ニ下 降

程度 減 少 スル モ ノ或 ハ零 線 上 ニ復 歸 スル モ ノ多 數

ヲ占 メ且 又振 動 ハ 末 期 ニ至 リテ消 失 スル モ ノ大 部

分 ヲ占 ムル ヲ見 ル ハ 注 目 ニ價 ス ル モ ノ ト ス ト思

考 ス.

第4項 T波 ニ就 テ

犬 ニ於 ケルT波 ニ就 テ ハ平 井 出氏 ノ統 計 的觀 察

ア リ.即 チ種 々 ナ ル實 驗 ニ供 セ ル30頭 ニ 就 テ 見

ル ニTIノ 正 型,負 型 及 ビ其 ノ何 レニモ ツ カ ザ ル

モ ノ トニ分 類 セル ニ3者 同數 ヲ得,TIIIノ 正型 ナ

ル モ ノ53%負 型 ヲ呈 セ ル モ ノ47%ニ シテ之 亦 殆

ド同數 ヲ示 シ健 康 犬 ノ定 型 ヲ求 メ得 ザ リキ ト云 ヘ

リ.余 モ亦 種 々 ナ ル實驗 ニ供 セ ル38頭 ニ就 キ 統

計 的觀 察 ヲ試 ミタル ニTIハ 零 線 上 ニ消 ユ ル モ ノ

11例(29%)ニ シ テ最 多 數 ヲ占 メ,TII及 ビTIII

ハ2相 性 ヲ呈 ス ル モ ノ最 多數 ニ シ テ夫 々11例

(29%),14例(37%)ヲ 占 ムル ヲ見 タ リ.而 シテ

著 明 ナル 正 型 又 ハ 負型 ヲ呈 ス ル モ ノ亦 尠 カ ラ ズ

(拙 著 論 文參 照).

斯 ノ如 クT波 ノ定型ハ之 ヲ定 ムル能 ハズ ト雖 モ

温傷經過 ヲ各例 ニ就 キ通覽 スル ニ自ラ略 ボ一定 ノ

變 化 ヲ示 スモ ノナ ル ヲ發 見 シ得 タ リ.今TIニ 就

キ其 ノ零線 上 ニアル モ ノ,正 型,負 型,2相 性 ナ

ル モ ノ等 ヲ温 傷前,直 後 及 ビ死 亡前 ニ於 テ統 計 的

觀 察 ヲ行 フ ニ第25表 ノ如 ク特 異 ナル 變化 ヲ示 サ

ザ ル 如 シ.温 傷 前2相 性 ヲ示 セ ル モ ノハNr. 60ノ

1例 ノ ミナル ニ死亡 前2相 性 ヲ示 スモ ノ5例(31.2

%)ヲ 示 スハ 注 目 ニ價 ス.而 シ テ温 傷前 ノ波 型

ノ如 何 ニ係 ラズ 温 傷經 過 中2相 性 或 ハ 陽 性 トナ ル

モ ノ12例(75%)ニ シ テ大 多 數 ヲ占 メ負 型 ヲ増 大

スル モ ノハ4例(25%)ニ 過 ギ ズ.後 者 ニ屬 スルハ

Nr. 54, 57, 58, 62ニ シ テ最 重 篤 温 傷 ニ於 テ 見 ラル

ル モ ノ多 シ.他 ハ 全部 前 者 ニ屬 ス.即 チTIハ 大

多 數 ニ於 テ陽 性 ナ ラ ン トスル傾 向 ヲ有 ス.

第25表 TIノ 變 化

( )内 ハ%

次 ニTIIIニ 就 キTIニ 於 ケル如 キ觀 察 ヲナ ス ニ

第26表 ノ如 ク温 傷 直 後(又 ハ10分 後)ニ 於 テハ正

型 ヲ示 スモノ 最 モ多 ク13例(81.2%)ヲ 占 メ死 亡

前 ニ於 テハ正 型 ナル モ ノハ9例(56.3%)ニ 減 少 シ

2相 性 ヲ示 スモ ノ7例(43.7%)ニ シ テ負型 又 ハ零

線 上 ニ存 スル モ ノナ シ.温 傷 前 正型 ニ シ テ死 亡 前

2相 性 トナ ル モ ノハ1例 モ存 在 セズ.死 亡 前2相

性 トナル モ ノハ 温傷 前 負型 又 ハ2相 性 ヲ示 セル モ

ノ ナ リ.死 亡 前 ニ於 ケ ル2相 性 ナルTハ 温 傷 前 ニ

於 ケル2相 性Tヨ リモ振 幅 大 ニ シ テ何 レモ前 相 ノ

負型 ヲ示 ス コ ト特 徴 ナ リ.温 傷 前2相 性 ナル モ ノ

9例 中8例(89%)ハ 温 傷 直 後 ニ 於 テ著 明 ナ ル 正

型 ヲ示 ス.

温 傷 後 時 間 經 過 トTIIIノ 變 化 トヲ觀 察 ス ル ニ

Nr. 80ヲ 除 ク他 ノ總 テ ノ例 ニ於 テ程 度 ノ差 ハ存 ス

ル モ必 ズ一 度 ハ 正 型 トナル ヲ認 ム.而 シ テ 温傷 前

波型 ノ如 何 ニ係 ラ ズ温 傷 直後 既 ニ著 明 ナル 陽 性 ト

ナル モ ノ大多 數 ニ シ テ13例(81.2%)(Nr. 63, 73,

80ヲ 除 ク他 ノ總 テ ノ例)ヲ 示 ス.其 ノ後 時 間經 過

ト共 ニ益 々増 大 スル モ ノ多 シ(8例)TIIハ 概 シ テ

TIIIト 略 ボ同 樣 ナル變 化 ヲ示 スモNr . 63, 78ニ 於

テハ 死 亡前TIIIト 異 ル 波 型 ヲ示 セ リ.之 ヲ要 スル

ニTII,IIIモ 亦TIト 同樣 ニ温 傷 後 時 間經 過 ト共 ニ

陽 性 ナ ラン トスル モ ノニ シ テ死 期迫 レバ2相 性 ヲ

示 スモ ノ多 シ.

T波 ト血壓 レノ關係 ニ就 テハ多 クノ先 人 ノ研究

セル所 ナ リ.即 チ血 壓 ノ下降ハT波 ノ著明 ナル正

型 ヲ來 スハ諸家 ノ意見一致 スル所 ナ リ.温 傷 ニ於

テ局所 ニ生 ジタル蛋 白分解産物 タル毒素ハ血壓 ヲ
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下 降 セ シ ムル モ ノ ナル ハ 既 ニ ヨ ク 知 ラル ル 所 ナ

リ.依 テT波 正 型 ヲ増 大 スル 理 由 ハ容 易 ニ理 解 シ

得 ル ナ リ.

第26表 TIIIノ 變 化

( )内 ハ%

第5項 刺戟傳導時間 ニ就 テ

房室刺戟 傳導時 間 ト心搏週期 トノ關係 ヲ余 ノ算

出セル公式

a=6.42118b0.12196

a… 房 室刺 戟 傳 導 時 間 b… 心 搏 週 期

ヲ用 ヒ テ圖 表 ニ示 ス コ ト第33圖,第34圖 ノ如 シ.

前 者 ハ 温傷 前 ノ關 係 ニ シ テ後 者 ハ 温 傷 死 亡 前 ノ ソ

レナ リ.而 シ テ實 測 値,計 算 値 及 ビ誤 差 ヲ計 算 ス

ル コ ト第27表 ノ如 ン.之 ニ ヨ リテ見 ル ニ温 傷 前 誤

差 ノ陽 性 ナル モ ノ6例37.5%(Nr. 54, 59, 61, 73,

第33圖 温傷 前Morphin-Scopolamin注 射 麻 醉 後2時 間 ニ於 ケル
EKG房 室 刺 戟傳 導 時 間 ト心 搏 週 期 トノ關 係

曲線ハa=6.42118b0.12196

第34圖 死 亡直 前 ノGEK房 室 刺 戟 傳導

時 間 ト心搏 週 期 トノ關 係

曲線ハa=6.42118b0.12196
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第27表
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77, 78)ニ シ テ陰 性 ナ ル モ ノ10例62.5%ナ リ.然

ル ニ温傷 死 亡 前 ニ於 テハ 第34圖 ニ明 カ ナ ル如 ク

Nr. 59ヲ 除 ク總 テ ノ例ニ 於 テ誤差 ノ陰 性 トナ ル ヲ

認 ム.即 チ 實測 値 ハ計 算値 ヨ リ小 ナ リ,而 シテ誤

差絶 對 値 ノ温傷 前 ニ比 シ小 トナル モ ノハ4例25%

ニ シ テ大 トナル モ ノハ12例75%ナ リ.誤 差最 大

ナ ル モ ノハNr. 58ニ シ テ0.036秒 ヲ示 スモ最 大誤

差0.063秒 ヲ超 過 セ ズ.之 ヲ要 スル ニ 温傷 死 亡 前

房 室 刺戟 傳 導 時 間 ハ 大 多 數15例93.7%ニ 於 テ 短

縮 スル モ ノナ リ.次 ニ心 臟 收縮 期 ト心 搏 週 期 トノ

關 係 ヲ平 井 出氏 式A=4.5167B0.373227

A… 收縮期 B… 心搏 週期

ヲ用 ヒテ 圖標 ニ示 ス コ ト第35圖,第36圖 ノ如 シ.

即 チ 前者 ハ 温傷 前,後 者 ハ死 亡 前 ノ兩 者 ノ關 係 ヲ

第35圖 温 傷 前Morphin-Scopolamin注 射 麻 醉 後2時 間 ニ於 ケル

EKG收 縮期 ト心搏 週 期 トノ關 係

第36圖 死 亡 直前 ノEKG收 縮 期 ト

心搏週 期 トノ關係

曲線ハA=4.5167B0.373227

示 ス.而 シ テ實 測 値,計 算値 及 ビ誤 差 ヲ計 算 スル

コ ト第28表 ノ如 シ.之 ニ ヨ リテ 見 ル ニ 温傷 前 誤

差 ノ陽性 ナル モ ノ13例(81.2%)ニ シ テ陰 性 ナル

モ ノハNr. 80ノ1例(6.3%)ニ 過 ギ ズ,又 誤 差 ナ

キモ ノ2例(12.5%)ヲ 占 ム.然 ル ニ温 傷 死 亡 前 ニ

於 テス 第36圖 ニ明 カ ナル如 ク 實 測 値 ノ 曲線 ノ附

近 ニ集 合 スル ヲ認 メ且 陰 性 ナ ル モ ノ 大多 數 ヲ 占

ム.即 チ12例75%ハ 陰 性 ニ シ テ4例(Nr. 59, 60 ,

62, 73)25%ノ ミ陽性 ナ リ.而 シテ 誤差 絶 對 値 ノ

温傷 前 ニ比 シ小 トナル モ ノ10例(62.5%)ニ シ テ

大 ナ ル モ ノ6例(37.5%)ナ リ.而 シ テ平 井 出氏 誤

差0.09秒 ヲ超 過 スル モ ノ ヲ認 メズ.之 ヲ要 スル ニ

心臟 收 縮 期 ハ大 多數 ニ於 テ温 傷 死 亡 前 短 縮 スル モ

ノ ナ リ.
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第6章 「ヒスタミン」注射ニ依ル

EKG氏 變化ニ就テ

第1節 概 説

余 ハ 第5章 迄 ニ テ温 傷 ノ心贓 ニ及 ボ ス影 響 ヲ實

驗 犬 ニ於 テ觀 察 シ タ リ.其 ノ際 温 傷 ノ臨牀 症 状竝

ニ解 剖 所 見 ニ於 テ「ヒ スタ ミン」作 用 ト酷 似 スル所

見 ヲ多 々見 出 シ タ リ.温 傷 ニ依 ル蛋 白分解 産 物 ノ

作 用 ト「ヒ ス タ ミン」作 用 トノ酷 似 セ ルハ 既 ニ多 ク

ノ先 人 ノ觀 察 セ ル所 ニ シテ永 光氏 ニ依 レバ 熱 傷毒

ハ 「ヒ スタ ミン」又ハ 「ヒ スタ ミン」類 似 ノ物 質 ナ リ

ト云 フ.「 ヒ スタ ミ ン」ヲ注射 スル トキハ 呼 吸 促迫

シ體 温,血 壓 ノ下 降 ヲ見 又 剖 見 ニ於 テ各臟 器 ノ鬱

血 ノ溢 血 及 ビ浮 腫 ヲ來 スハ既 ニ ヨク知 ラル ル所 ニ

シ テ余 ノ觀 察 セ ル温傷 ニ於 テ モ 同樣 ノ變化 ヲ見 特

ニ肺臟 及 ビ胃腸 ノ剖 見 ノ酷 似 スル ヲ知 ル ナ リ.又

松 村 氏 ハ「ヒ スタ ミ ン」ハ 心筋 自己 ヲ侵 スモ ノ ナ リ

トセ リ.依 テ余 ハ 「ヒ ス タ ミン」注 射 ノEKGニ 及

ボ ス影 響 ヲ觀 察 シ温傷 ノEKGニ 及 ボ ス變 化 トヲ

比較 研 究 セ ン ト試 ミタ リ.

第2節 實 驗方法

温傷實驗 ノ場合 ト同樣 ニ健康犬 ノ食後2時 間 以

上 ヲ經 タル モノニMorpbin-Scopolamin皮 下注

射麻醉後2時 間 ニシテEKGヲ 採 取 シ タル後岡 山

醫大藥局 ニテ調製 セル新鮮 ナル「ヒスタ ミン」ヲ皮

下又ハ靜脈内 ニ適 當量注射 セル後 直チ ニEKGヲ

採取 シ以後經 過 ト共 ニEKG變 化 ヲ追及 セ リ.皮

下注射 ニハ前腋窩線 上胸 部 ヲ選 ビ靜脈注射ハ股靜

脈 ニ行 ヒタ リ.

第3節 實驗 成績

實 驗17, Nr. 71, ♀ 7.2kg(第28表,第37-38圖)

27/XI, 1936, M-S注 射 麻 醉 後2時 間 ニ シ テ

EKGヲ 採 取 「ヒ スタ ミン」prokg 12mg靜 脈 注

射 ヲ ナ ス.注 射 前體 温36.3℃,呼 吸 數10ナ ル モ

「ヒ スタ ミン」 注射 後 呼 吸數24ニ 増 加 シ反 應 遲 鈍

トナ リ 完 全 麻醉 状 態 トナ ル5分 後 呼 吸 數44ニ 増

加 ス.其 ノ後體 温 呼吸 何 レモ 減 少 ス.2時 間 後 ヨ

リ腸 蠕 動 音 ヲ著 明 ニ聽 取 シ得.流 涙 流 涎 著 明 ナ リ.

12時 間 後 ヨ リ元 氣恢 復 シEKG採 取 不 能 トナ リタ

リ.

第28表 實 驗17
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第38圖 Nr. 71

EKG變 化 「ヒ スタ ミン」注 射前 脈 搏 數104ニ シ

テSII,IIIハ 何 レモ大 ナ ル 陽 性 ヲ示 シTII,IIIモ 亦

著 明 ナル 陽 性 ニ シ テ屋根 形 ヲ呈 ス.「 ヒ スタ ミン」

注射 直 後 ニハ房 室 完 全分 離 ヲ示 シ心 房收 縮2ニ 對

シ心 室收 縮1ニ シ テ心 房波1分 時30.4心 室波50.0

ナ リ.Rノ 棘 高ハ 著 シ ク 減 少 シTトPト ハ 不 完

全 ニ重 ル モ ノ多 シ.5分 後 ニハ 脈 搏200ヲ 算 シT

トPト ハ完 全 ニ相 重 ナ リ非 常 ニ 大 ナ ル 正 型 棘 ヲ

示 シ恰 モ期 外 收 縮 ニ似 タル 棘 形 ヲ示 ス.即 チP-

Rハ 著 明 ニ延 長 セ ル ナ リ.且R棘 ハ 零 線 上 ニ消

ユ.30分 後 ニ至 リテ再 ビP,Tハ 完 全 ナ ル姿 ヲ現

ハ シRモ 亦棘 高増 大 ス.時 間經 過 ト共 ニP,Tハ

益 々増 大 ス.P,Tハ6時 間 後 ニ於 テ 最 高 トナ リ

Rヲ 遙 ニ凌 駕 ス.其 ノ後R増 大 ト共 ニP,T低 下

シ正 常EKGニ 復 歸 スル ヲ見 タ リ.

實 驗18, Nr. 72, ♀ 8.2kg.(第29表,第39-40圖)

19/XII, 1936. M-S注 射 麻 醉 後2時 間 ニシ テ

EKG採 取,3時 間 後 「ヒ ス タ ミン」Prokg 6mg,

更 ニ1時 間後 同量 ヲ皮 下 注 射 ス.注 射 前 體 温36.6℃

呼 吸數12ナ リ.時 間經 過 ト共 ニ 體 温 ハ 漸 次 降 下
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ス ル モ 呼 吸 僅 ニ數 ヲ増 ス.注 射 後20分 ニ シテ即

ニ腸 蠕 動 音 ヲ著 明 ニ聽 キ又流 涙著 明 ナ リ.14時

間 後 ニハ喧 騒 ヲ極 メ腸 雜 音 ハ 消失 ス.其 ノ後 昏 睡

状態 ニ陷 リ29時 間30分 ニ テ 死 亡,EKG變 化.

注 射 前 脈 搏55ニ シ テTハ 何 レモ 著 明 ナル 負型 ヲ

呈 セル ニ 注 射 直 後 既 ニ 脈 博92ヲ 算 シTハ 著 明 ナ

ル 陽性 ヲ示 ス.TIハ 依 然 負型 ニ 止 ル モ其 ノ程 度 ヲ

減 少 ス.20分 後 ニ 於 テ ハPII,IIIハ 増 大 シST線

第29表 實 驗18

第

39

圖
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第40圖 Nr. 72

降 下著 明 トナ リRIIIニ 結 節 ヲ證 明 スル ニ至 リRIII

ノ高 サ ヲ減 ジRI大 トナル.1時 間 後 再 ビ「ヒ スタ

ミン」ヲ注射 セ ル ニ3時 間後RIIIハ 益 々低 下 シRI

高 ク ナ リTIハ 大 ナル 負型 ヲ示 シTII,IIIハ 其 ノ正

型 ヲ益 々増 大 ス.7時 間後 發作 的 ニ 左 室 性 期外 收

縮 ヲ現 ハ シ8時 間後 ハST線 上 ニ振 動 ヲ來 シ其 ノ

下 降益 々大 トナル.TIハ 次 第 ニ正 型 ニ移 行 シSハ

漸 次 深 ク ナ リ振 動 増 加 シPハ 低 下 シTII,IIIハ 何

レモ 極端 ニ大 ナル 正 型 ヲ示 シRヲ 遙 ニ凌 駕 ス.P

ハ次 第 ニ小 トナ リ28時 間 後 ニハP
IIIノ 零 線 上 ニ

消 ユ ル モ ノ ア リ.

剖見 心臟擴張期停止 ヲナシ肉眼的病 的所 見 ヲ

認 メズ.血 液ハ温傷時 ノ如 ク凝固性 ヲ缺キ鮮紅 色

ヲ呈 ス.胃 内容ハ漿液性分泌 液多量 ニ存 シ出血 ナ

シ.胃 幽門部 ニ潰瘍 ア リ.十 二 指腸
,空 腸 ニ粘膜

出血 ア リ.肺 葉 ハ下葉 ハ水腫 ヲ呈 ス.

第4節 總 括

前述2例 ノ「ヒスタ ミン」注射犬 ト温 傷犬 トヲ比

較考究 セ ン.「ヒスタ ミン」注射犬 ノ剖見 ニ依 レバ

胃幽門部 ノ潰瘍形成 出血 ア リ又 胃液分泌亢 進 ア
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リ.肺 下 葉 ハ兩 側 共 肺 水 腫 状態 ヲ呈 シ タ リ.之 等

ノ變 化 ハ何 レモ温 傷 後 起 ル ベ キ變 化 ト酷 似 セ リ.

然 レ ドモ温 傷 ニ於 ケル ヨ リモ 「ヒ ス タ ミン」 注 射

ノ場 合 ノ方 變 化 高 度 ナ リ.「 ヒ スタ ミン」注射 犬 ノ

EKGニ 及 ボ ス共 通 ナル變 化 ヲ觀 察 スル ニP及 ビ

STハ 注 射 後 時 間 經 過 ト共 ニ 増 大 スル ヲ證 明 シ

得,Rハ 却 テ棘 高低 下 ス.「 ヒ スタ ミン」注射 後 ハ

血 壓 降 下 ノ爲 メTハ 異 常 ナ ル上 昇 ヲ來 シRヲ 遙 ニ

凌 駕 ス.ST線 ノ下 降振 動 亦 著 明 ニシ テV型 ヲ呈

ス.死 亡 セ ズ シ テ元 氣 ヲ恢 復 スル ニ至 レバR増 大

ト共 ニTノ 低 下 ヲ認 ム.EKGノ 變 化 ニ於 テ モ「ヒ

スタ ミ ン」注 射 ノ場 合P,Tノ 増 大R低 下 等 ノ 變

化 ハ温 傷 ノ場 合 ヨ リ高度 ナ リ.特 ニTノ 温傷 ニ於

ケ ル ヨ リ著 明 ナル 正型 ヲ示 スハ 温 傷 ニ依 ル ヨ リモ

「ヒ スタ ミン」注 射 ニ依 ル方 血 壓 下 降 作 用 大 ナ ル故

ナ ル ベ ク コレ温 傷毒 素 中 ニハ 「ヒ スタ ミン」ト拮 抗

作 用 ヲ有 スル他 ノ毒 性 物 質 ノ存 在 スル 爲 メナ ル カ

或 ハ「ヒ スタ ミン」量 ハ極 僅微 ナル 量 ニ於 テ存 在 ス

ル モ ノ ナ ル ベ シ 依 テ 温傷 死 ノ原 因 ヲ温 傷毒 素 中

ノ「ヒ スタ ミン」作 用 ノ ミニ依 ル モ ノ ト結 論 スルハ

輕 卒 ト云 ハ ザ ル ベ カ ラズ.

第7章 結 論

温 傷 ノ心 臟 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 索 セ ンタ メ16頭

ノ健 康犬 ヲ使 用 シ温 傷 直 後 ヨ リ 末 期 ニ 至 ル 迄 ノ

EKGヲ 採 取 シ死 後 ノ剖 見 ヲ 檢 査 シ タ リ.實 驗 動

物犬 ハ食 後2時 間 以 上 ヲ經 タル モ ノ ニ シ テ 之 ニ

Morphin (3%), Scopolamin (0.005%),水 溶液

prokg0.8ccヲ 注 射 シ タル 後2時 間 ニ シ テEKG

ヲ採 取 シ 次 デ65°-95℃ ノ温 湯 中 ニ5-50秒 間 全

體表 面 積 ノ約1/3-2/3ヲ 浸 シテ重 篤 温 傷 ヲ起 サ シ メ

タ リ.温 傷 ノ全 經 過 ヲ通 ジテ ノEKG變 化 ヲ追 及

シ併 セ テ呼 吸 數,體 温 ヲモ測 定 セ リ.

解 剖 所 見 ニ依 レバ心 臟 收 縮 期 停 止 ヲ ナ ス モ ノ

31.7%,擴 張 期停 止43.8%中 等 大 停 止24.5%ナ

リ.冠 状 動脈 擴 張 ハ長 時 間 生 存 セル モ ノ ニ多 ク認

ス ラ レ62.5%ヲ 占 ム.心 臟 内面 ニ 血栓 ヲ 有 スル

モ ノ25%ニ シ テ 其 ノ他 肉 眼 的 病 變 ヲ證 明 セ ズ.

肺 葉 ハ 一 般 ニ充血 シ水 分 ニ富 メル モ ノ多 ク 淡紅 色

調 ヲ呈 シ殊 ニ著 明 ナ ル所 見 ハ 兩 下 葉 ニ現 ハ ルル コ

ト多 シ.胃 擴 張 ヲ示 スモ ノ68.8%ヲ 占 メ主 トシ テ

瓦 斯 ヲ以 テ充 滿 セ ラル.胃 粘 膜 ハ 幽 門部 ニ充 血 ヲ

示 シ之 ニ溢 血 ヲ伴 フ モ ノア リ.比 較 的長 時 間 生 存

セル モ ノハ 胃 内容 ニ水 樣 液 ヲ増 加 スル傾 向強 シ.

小腸 粘膜 モ充 血 ヲ來 スモ ノ多 ク 直 腸 ニ瓦 斯 蓄 積 サ

ルル モ ノ多 シ.

次 ニEKGノ 變 化 ヲ通 覽 スル ニ

1) Pハ 温 傷 直 後 ニハ 著變 ナ キ モ ノ最 多 數 ヲ占

メ増 大 スル モ ノ最 モ少 シ.PIノ 増 大 スル モ ノ ナ ク

PIIハ6.3%,PIIIハ18.7%ノ ミ増 大 ス.低 下 ス

ルモ ノ比 較 的 多 クPIハ25%,PIIハ43.7%,PIII

ハ31.2%ナ リ.温 傷 後 時 間經 過 トPト ノ關係 ヲ

見 ル ニPIハ 變 化 セザ ル モ ノ最 モ 多 ク56.3%ヲ 占

メPIIハ 次第 ニ増 大 スル モ ノ最 モ多 ク62.5%ヲ

占 メPIIIハ 最 初 著 變 ナキ カ又 ハ低 下 スル モ後増 大

スル モ ノ 最 多 數 ニ シテ43.8%ヲ 占 ム.PII,IIIニ

於 テ其 ノ零 線 上 ニ消 ユル モ ノ,又 負型 ヲ呈 シ又 ハ

2相 性 ヲ呈 スル モ ノ等 ヲ12.5%ニ 於 テ經 驗 セ リ

心 房 「フ リ ン メル ン」,「 フ ラツ テ ル ン」等 ヲ示 スモ

ノ ヲ見 ズ.又Pノ 時 間 的延 長 ヲ認 メ ズ其 ノ他 特 種

ナル 波型 ノ變 化 ヲ示 ス コ トナ シ.

2) 重 篤 温 傷 ニテ ハ屡 々急 性 胃擴 張 ヲ來 スタ メ

横 隔膜 擧 上 セ ラ レ心臟 電 氣軸 ノ變 化 ヲ來 スコ ト多

ク温傷 死 亡 前 ニ於 テ ハ1例 ヲ 除 ク 他 全 部93.7%

ニ於 テ左 偏 向 型 ヲ呈 ス.温 傷 前 右 偏 向型 ヲ呈 セ ル

2例 ハ何 レモ 死 亡前 左 偏 向型 ヲ示 セ リ.期 外收 縮

ヲ來 セ ル モ ノハ18.7%ニ 於 テ 經 驗 セ リ.温 傷 直

後 ニ於 テハ 大 ナル 期外 收 縮 ニ似 タ ル陰性 棘 ヲ生 ズ

ル モ ノ多 キモ 温 傷 後 數 分 乃 至20分 ニ テ 消 失 スル

モノ ナ リ

3) ST線 ハ 温 傷 前 陰 性 ナ ル モ ノ56.3%ナ ル

モ温 傷 直 後 又 ハ10分 後 迄 ニハ81.2%ト ナ リ更 ニ

死 亡前 ニハ87.5%ニ 及 ブ.温 傷 後 下 降 ヲ 來 スモ

時 間 經 過 ト共 ニ下 降 ハ漸 次 輕 度 トナ リ零 線 ニ近 ヅ
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ク カ又 ハ零 線 ニ 一致 シ又ハ 陽 性 ヲ呈 スルモ ノ43.7

%ナ リ.温 傷 後 下降 次 第 ニ著 明 トナ ルモ ノ最 モ多

ク50%ナ リ.ST線 ノ陽 性 又 ハCoronar型 ヲ示

スモ ノハ温 傷 前6.3%(1例)ナ ル ニ 温 傷直 後 ニ於

テ12.5%(2例),死 亡 前 ニ至 リテ25%(4例)ト

ナル.ST線 下 降 ノ場 合 ニ初 期P-P間 大 ナ ル ト

キハ振 動 ヲ伴 フモ末 期 トナ リP-P間 縮 小 スル ニ

從 ヒ振 動 ハ輕 度 トナ リ又 消失 スルモ ノ多 シ.

4) TIハ 大 多數75%ニ 於 テ正 型 ヲ増 大 シ又 ハ

陽 性 ナ ラ ン ト スル 傾 向 ヲ有 ス.TII, IIIハ 温 傷 直 後

ニ於 テ 正 型 ヲ示 スモ ノ 最 モ多 ク81.2%ヲ 占 ムル

モ死 亡前 ニハ56.3%ニ 減 少 シ2相 性 ヲ 示 スモ ノ

43.7%ナ リ.死 亡前2相 性 トナル モ ノハ 總 テ温 傷

前 陰 性 又 ハ2相 性 ヲ呈 セ ル例 ナ リ.死 亡 前 ニ於 ケ

ル2相 性Tハ 温 傷 前 ニ於 ケル2相 性 ヨ リモ振 幅 大

ニ シ テ何 レモ前 相 ノ除性 ナル コ ト特 徴 ナ リ.即 チ

カ カルTノ 出現 ハ 死 ノ近 ヅ ケ ル ヲ示 スナ リ.

5) 房室 刺 戟 傳 導 時間 及 ビ心 室 收縮 期 ハ何 レモ

短縮 スル モ ノ多 シ.最 大 誤 差 ヲ超 過 スル例 ナ シ

以 上 温傷 後 ノ典 型 的變 化 ヲ第II誘 導 ニ於 テ 觀

察 スル ニPハ 次 第 ニ増 大 シQ, R, S波 ハ 左 偏 向 型

ヲ呈 シ,ST線 ハ 初 期 ニ下 降 著 シ ク振 動 ヲ件 フモ

次 第 ニ其 ノ程 度 ヲ減 ジ零線 ニ近 ヅ キ或 ハ 零 線 上 ニ

復歸 シ振 動 ハ 消失 シ,Tハ 温 傷直 後 ヨ リ陽性 トナ

リ次 第 ニ増 大 シ死 期 迫 ル ヤ振 幅 大 ナル2相 性 ヲ呈

スル ニ至 ル

EKG所 見 ト心 臟 ノ剖見 或 ハ 組 織 學的 所見 トハ

必 ズ シモ一 致 セズ.

健康 犬 ニ「ヒ ス タ ミ ン」ヲ注 射 スル トキハP, R, T

ノ變 化ハ 温 傷 ノ場 合 ト相 似 タル モ其 ノ變 化 ノ程 度

ハ 温 傷 ノ場 合 ヨ リ高度 ナ リ.
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Aus der Tsuda Chirurgischen Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama.

Uber das Elektrokardiogramm des Verbruhens.

(II. Mitteilung)

Uber den Einfluss des Verbruhens auf das Herz beim Hunde.

(Experimentelle Untersuchung).

Von

Dr. Takushi Fujiwara.

Eingeyangen am 13. September 1939.

Der Verfasser hat an 16 gesunden Hunden Versuche angestellt, um den Einfluss des

Verbruhens auf das Herz mit Hilfe des Elektrokardiogramms zu erkennen, Mehr als 

2 Stunden nach der Futterung wird dem Tier 0.8cc Morphin (3%) -Scopolamin (0.005%) 

Losung pro Kilogramm injiziert, und nach weiteren 2 Stunden das Elektrokardiogramm 

vor dem Verbruhen aufgenommen. Danach wird das Tier 5-50 Sekunden lang in

65°-95℃ warmes Wasser eingetaucht und cc 1/3-2/3 seiner Korperoberflache verbruht.

Nach dem Verbruhen wird der Einfluss auf das Herz des Tieres stundenlang bis zum 

Tode mit Hilfe des Elektrokardiogramms verfolgt und gleichzeitig die Atmungszahl und 

die Korpertemperatur berucksichtigt. Die Resultate sind folgendermassen zusammen-

gefast:

1. Eine Veranderung der P-Zacke ist direkt nach dem Verbruhen in den meisten

Fallen nicht bemerkbar; in einer sehr kleinen Zahl von Fallen vergrossert sich die 

P-Zacke. PI zeigt keine Vergrosserung, aber PII vergrossert sich in 6.3% und PIII in 

18.7%. Ein Herabsinken der P-Zacke wurde relativ oft, d.h. an PI in 25%, an PII in 

43.7% und an PIII in 31.2% beobachtet. Im Verlauf des Versuches zeigt PI in 5.63% 

keine Veranderung, PII zeigt in 62% allmahliche Vergrosserung, PIII zeigt im Anfang 

keine Veranderung oder Herabsetzung der Hohe, stater jedoch vergrossert es sich in 

43.8%. PII und PIII zeigen in 12.5% das Zuruckkehren in die Isoelektrische Linie oder die 

negative Form oder die diphasische Zacke. Das Vorhofflimmern und -flattern, die Ver-

langerung und sonstige abnorme Veranderungen werden nicht beobachtet.

2. Beim schwersten Verbruhen wird oft die akute Magendilatation hervorgerufen,

das Zwerchfell wird nach oben verdrangt, und die elektrische Achse des Herzens wird 

gedreht. Daher zeigen samtliche Falle, abgesehen von einem Fall, d.h. 93.7% Lavo-
kardiogramm direkt vor dem Tode. 3 Falle, die vor dem Versuche Dextrokardiogramm 

zeigen, sind zu Lavogramm umgewandelt. Extrasystole werden in 18.7% beobachtet . 

Direkt nach dem Verbruhen zeigen sich die breiten Extrasystolen ahnlichen negativen 

Schwankungen der Kammerkomlexe, die aber in einigen Minuten bis 20 Minuten ver-

schwinden.
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3. Die ST Linie zeigt sich vor dem Versuche in 56.3% negativ. Aber sie ist direkt

oder bis zu 10 Minuten vor dem Versuche in 81.2% und direkt vor dem Tode in 87.5% 

negativ geworden. In 43.7% wird die Herabsetzung der ST Linie allmahlich kleiner, und 

sie nahert sich der Grundlinie oder stimmt mit der Grundlinie uberein, oder wird sogar 

positiv. In 50% sinkt die ST Linie noch deutlicher. Die ST Linie, die positiv ist oder 

Coronar-Typus zeigt, wird vor dem Versuche in 6.3%, aber direkt nach dem Verbruhen 

in 12.5%, direkt vor dem Tode in 25% nachgewiesen. Wenn das Intervall P-P bei dem 

Herabsinken der ST Linie gross ist, wird dieses von Vibration begleitet. Diese wird aber 

spater meistens geringer oder sie verschwindet ganz.

4. In 75% vergrossert die T-Zacke ihre positive Form oder neigt dazu, positiv zu

werden. TI und TII haben die positive Form in 81.2% direkt nach dem Verbruhen, aber 

ihre Zahl vermindert sich bis zu 56.3% vor dem Tode, und zwar zeigt sich die Zacke in 

43.7% diphasisch. Die Falle, die vor dem Tode diphasische Schwankung zeigen, haben 

auch dieselbe Schwankung oder die negative Form vor dem Versuche. Die diphasische 

Schwankung von T vor dem Tode ist grosser als die vor dem Verbruhen und ist 

chakteristisch in der negativen vorderen Phase. Das Auftreten von solchen T-Zacken 

deutet das Naherkommen des Todes an.

5. Die Atrioventrikulare Reizleitungszeit (P-Q) und die Dauer der Kammersystole

(Q-T) verkleinern sich meistens und beide uberschreiten niemals die maximale Fehler-

grenze. Wenn man die Veranderung des Elektrokardiogramms nach dem Verbruhen 
in der 2. Abteilung verfolgt, nimmt die Grosse der P-Zacke allmahlich zu, und der QRS 

Kammerkomplex zeigt das Lavogramm. Die ST Linie neigt im Anfang zu deutlichem 

Absinken und wird von Vibration begleitet, aber mit der Zeit wird die Senkung geringer,

und sie nahert sich der Grundlinie oder kehrt in die Grundlinie zuruck, und schliesslich

ist die Vibration verschwunden. Die T-Zacke wird direkt nach dem Verbruhen positiv 

nimmt dann zu und zeigt grosse diphasische Schwankungen vor dem Tod.

Bei der Histamininjektion als Kontrolle sind die Veranderungen von den P-, R-,

T-Zacken denen des Verbruhens fast ahnlich, aber ihr Grad ist viel starker.

Das Versuchstier wurde nach dem Tode seziert, und das Herz und sonstige wichtige

Organe genau untersucht. Der Herzstillstand kommt in 31.7% systolisch, in 43.8% 

diastolisch, in 24.5% in der Zwischenzeit vor. Die Dilatation der Coronararterie wird in 

62.5% beobachtet, wenn das Tier langer lebt. An der Innenflache des Herzens findet 

sich Thrombose in 25%, aber sonstige Veranderungen werden nicht beobachtet. Die 

Lunge ist im allgemeinen hyperamisch, meist wasserreich und hellrot, besonders in den

beiden Unterlappenen kommen die Befunde auffallend stark vor. Der Magen zeigt akute

Dilatation in 68.8% und wird hauptsachlich mit Gas gefullt. Die Schleimhaut ist

hyperamisch  an der Pylorusgegend und zuweilen tritt Blutung auf. Die Darrmschleim-

haut zeigt auch meist Hyperamie. (Autoreferat)
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